
表 1：JICA’ s WORLDCMYK Process



　
ペ
ル
シ
ャ
暦
の
新
年
元
旦
を
言

う「
ナ
ウ
ル
ー
ズ
」。ペ
ル
シ
ャ
語
で

ナ
ウ
は「
新
し
い
」、ル
ー
ズ
は「
日
」

を
意
味
し
、春
分
の
日
に
当
た
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、例
年
３
月

21
日
が
ナ
ウ
ル
ー
ズ
だ
。人
々
は
、

春
が
間
近
い
こ
と
を
喜
び
、そ
し
て

新
年
を
祝
い
、各
地
の
イ
ス
ラ
ム
聖

者
廟
で
は
、「
ジ
ャ
ン
ダ
・
バ
ラ
」と

呼
ば
れ
る
聖
な
る
旗
を
揚
げ
る
儀

式
が
行
わ
れ
る
。

　

北
部
の
マ
ザ
リ
シ
ャ
リ
フ
に
あ
る

ハ
ズ
ラ
ト
・
ア
リ
廟
※
は
、特
に
盛

大
に
ジ
ャ
ン
ダ
・
バ
ラ
が
行
わ
れ
、

各
地
か
ら
数
万
も
の
人
が
こ
の
儀

式
を
一
目
見
よ
う
と
や
っ
て
来
る
。

中
庭
に
掲
げ
ら
れ
た
ジ
ャ
ン
ダ（
聖

旗
）に
巻
か
れ
た
布
は
、奇
跡
で
病

を
治
す
と
い
わ
れ
、人
々
は
そ
の
布

を
持
っ
て
帰
ろ
う
と
、ジ
ャ
ン
ダ
に

よ
じ
登
り
、す
さ
ま
じ
い
光
景
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
。ジ
ャ
ン
ダ
は
40

日
間
掲
げ
ら
れ
、そ
の
間
、聖
廟
に

は
病
に
苦
し
む
多
く
の
人
が
祈
願

に
訪
れ
、奇
跡
を
待
つ
。

　
一
般
家
庭
で
は
、７
種
類
の
ド
ラ

イ
フ
ル
ー
ツ
や
ナ
ッ
ツ
を
砂
糖
水
に

漬
け
た「
ハ
フ
ト
・
メ
イ
ワ
」が
訪

問
客
に
振
る
舞
わ
れ
、新
年
を
祝

う
。 

1963年大阪府出身。93年か
らアフガニスタンを取材。アフガ
ン遊牧民の生活の記録撮影を
ライフワークとする。現在は共同
通信社のカブール支局通信員。
著書に『私の大好きな国アフガ
ニスタン』（あかね書房）。

安井浩美文・写真

奇
跡
を
起
こ
す

聖
旗
を
掲
げ

新
年
を
祝
う

ナ
ウ
ル
ー
ズ

春 

夏 

秋 

冬
❻

アフガニスタン

カブール
マザリシャリフ

※イスラム教の正統カリフ（預言者ムハンマド没後のイスラム社会の最高指導者）４代目アリが眠る。

ハフト・メイワ

表 2：春夏秋冬CMYK Process



編集・発行／独立行政法人 国際協力機構
Japan International Cooperation Agency :JICA

MARCH 2009 No.06

Contents

特集

“生命の水”を届けるために
安全で安定した水供給を目指すJICAの支援
生命をつなぐ安全な水を人々に届けよう　カンボジア
村人の手で井戸を守り続けるために　ザンビア
アフリカの水問題に挑む「水の防衛隊」　アフリカ

04

18

JICA研究所ではどんな研究をしているの？24 JICAに聞きたい！
25 JICA UPDATE

27

26 イチオシ！

16
高校生がフェアトレードを体験学習  

02 奇跡を起こす聖旗を掲げ新年を祝う春夏秋冬

35 刺繍と陶芸、伝統を生かした商品で貧困から脱出！MONO語り
ゾマホン・ルフィン　タレント36 MY ACTION

地球ギャラリー
サヘルに生きる
遊牧の民

セネガル

カンボジア・シェムリアップ市
で、日本の支援で整備された
水道が開通し、透明で安全
な水に駆け寄る子どもたち

表紙 撮影：今村健志朗

地球号の子どもたち
PLAYERS 北九州市の経験をスラバヤ市へ

22 地域を元気にする国際協力を始めよう　北海道滝川市地域と世界のきずな

20 ゲンバの風

シニア世代が伝える
ものづくりの醍醐味

シニア海外ボランティア
木村芙美世／岡田剛

し しゅう

い の ち

だい ご み

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます

JICAのビジョン

Inclusive and Dynamic Development

目次



　
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
に
影
響
し
合
う
水
の
問

題
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
日
本
を
含
む
国
際

社
会
の
協
力
が
不
可
欠
だ
。
3
月
16
〜
22
日
に

は
、
世
界
各
国
の
首
脳
や
研
究
者
な
ど
が
水
問

題
を
話
し
合
う
「
第
5
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
ト
ル
コ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、効
果

的
な
対
策
が
打
ち
出
せ
る
か
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、国
際
社
会
の
共
通
目
標
で
あ
る
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ
Ｇｓ
）で
は
、世
界
の
貧
困

削
減
に
向
け
て
、「
安
全
な
飲
み
水
や
基
本
的

な
衛
生
施
設
を
利
用
で
き
な
い
人
々
を
２
０
１

５
年
ま
で
に
半
減
さ
せ
る
」こ
と
が
目
標
の一つ

に
掲
げ
ら
れ
、
国
際
機
関
や
各
国
の
援
助
機
関

の
支
援
の
も
と
、給
水
・
衛
生
施
設
の
整
備
な

ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。日
本
も
、途
上
国
の
水
・

衛
生
分
野
の
課
題
への
支
援
に
お
い
て
主
導
的
な

役
割
を
担
って
い
る
。

　
日
本
に
住
む
私
た
ち
も
水
問
題
と
無
関
係
で

は
な
い
。食
料
自
給
率
約
40
％
の
日
本
は
、穀
物

や
肉
類
な
ど
多
く
の
食
物
を
輸
入
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
生
産
に
は
大
量
の
水
が
使
わ
れ
る
。

沖
さ
ん
は
「
小
麦
1
キ
ロ
の
生
産
に
約
2
ト
ン
、

牛
肉
に
は
約
20
ト
ン
も
の
水
が
消
費
さ
れ
て
い

る
。世
界
の
水
不
足
や
水
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
崩

れ
は
、
私
た
ち
の
食
料
問
題
と
も
密
接
に
か
か

わ
っ
て
い
る
」と
強
調
す
る
。水
分
野
の
国
際
協

力
は
、
私
た
ち
自
身
の
生
活
に
と
っ
て
も
重
要

だ
と
い
え
る
。

　
「
今
後
さ
ら
に
、
地
下
水
の
持
続
的
な
利
用

や
、
海
水
の
淡
水
化
、
雨
水
の
有
効
利
用
、
節

水
農
業
や
水
料
金
従
量
制
の
導
入
な
ど
、
日
本

が
得
意
な
さ
ま
ざ
ま
な
水
関
連
技
術
が
必
要
と

さ
れ
る
だ
ろ
う
」と
沖
さ
ん
。
か
つ
て
日
本
に
も
、

水
需
給
逼
迫
や
水
質
汚
濁
、
洪
水
・
渇
水
に

苦
し
ん
で
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
克
服

し
て
き
た
経
験
や
技
術
は
、
世
界
の
水
問
題
に

取
り
組
み
、
途
上
国
の
人
々
に
安
全
な
水
を
届

け
る
た
め
に
、
大
い
に
役
立
て
ら
れ
る
は
ず
だ
。

　

私
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
利
用
し
て
い

る
安
全
な
水
。
毎
日
の
健
康
と
暮
ら
し
を
支
え

る
欠
か
せ
な
い
資
源
だ
。
し
か
し
、
世
界
に
は

安
全
な
水
を
得
ら
れ
な
い
11
億
も
の
人
々
が
存

在
す
る
。

　

特
に
開
発
途
上
国
で
は
水
道
や
井
戸
な
ど
が

不
足
し
、
地
方
で
は
女
性
や
子
ど
も
が
毎
日
数

時
間
を
水
く
み
に
費
や
し
、
学
校
へ
通
え
な
い

子
ど
も
も
多
い
。
地
方
か
ら
の
人
口
流
入
が
止

ま
ら
な
い
都
市
部
で
は
、水
道
の
整
備
が
人
口
増

加
に
追
い
付
か
ず
、ス
ラ
ム
な
ど
に
住
む
貧
し
い

人
々
は
、
水
道
料
金
よ
り
高
い
金
額
で
安
全
か

ど
う
か
も
定
か
で
は
な
い
水
を
購
入
せ
ざ
る
を

得
な
い
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、ト
イ
レ
な
ど
の
衛

生
施
設
が
未
整
備
な
た
め
に
、水
が
汚
染
さ
れ
、

下
痢
や
感
染
症
が
ま
ん
延
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
水
や
衛
生
に
起
因
す
る
病
気
で
亡
く
な
る
乳

幼
児
は
年
間
２
０
０
万
人
に
も
上
る
。

　

沖
大
幹
・
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教

授
は
、「
水
の
問
題
は
分
配
の
問
題
で
も
あ
る
。

日
本
人
は
生
活
用
水
と
し
て一日
に
３
０
０
リ
ッ

ト
ル
以
上
を
使
う
が
、そ
の
う
ち
生
き
て
い
く
た

め
に
必
要
な
飲
料
水
は
一日
約
2
リ
ッ
ト
ル
。途

上
国
で
は
そ
の
わ
ず
か
な
水
が
手
に
入
ら
ず
に
、

人
々
が
貧
困
か
ら
脱
け
出
せ
ず
に
い
る
」と
話

す
。

　
だ
が
、
世
界
の
水
環
境
は
ま
す
ま
す
過
酷
な

状
況
に
あ
る
。
途
上
国
の
人
口
増
加
に
よ
り
、

食
料
生
産
に
必
要
な
農
業
用
水
の
需
要
が
伸
び

て
い
る
の
に
加
え
、
産
業
化
や
都
市
化
が
進
み

工
業
用
水
・
生
活
用
水
の
使
用
量
も
増
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
水
資
源
の
争
奪
が
起
き
、
各

地
で
川
や
地
下
水
が
枯
渇
す
る
な
ど
水
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
活
排
水
・
工
業
排
水
の
増
大
で
、

水
質
汚
濁
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
気

候
変
動
の
影
響
に
よ
り
干
ば
つ
や
洪
水
が
多
発

し
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
応
で
き
な
い
途
上

国
で
は
良
質
な
水
を
安
定
的
に
入
手
す
る
の
は

一層
難
し
く
な
って
い
る
。

途
上
国
で
深
刻
化
す
る
水
問
題

世
界
の
水
問
題
と
日
本
の
関
係

〝
生
命
の
水
〞を
届
け
る
た
め
に

特
集い

の

ち

私
た
ち
の
生
命
の
源
で
あ
る
水
を
め
ぐ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。全
世
界
で
6
人
に
１
人
が
安
全
な
水
を
利
用
で
き
な
い
状
況
だ
が
、

人
口
増
加
や
急
速
な
都
市
化
、気
候
変
動
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、今
後
ま
す
ま
す
安
全
な
水
の
確
保
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

日
本
に
暮
ら
す
私
た
ち
と
も
深
く
か
か
わ
る
水
問
題
に
取
り
組
む
た
め
、国
際
協
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

編
集
協
力
：
沖
大
幹
・
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授

1人1日当たり最低 20リットルの安全な水が住居から
1キロ以内の距離に確保されている人口の割合

出典：国連開発計画（UNDP）
「人間開発報告書 2008」

安全な水資源を利用できる人口の割合（2004年） 

輸入仮想水の種類別内訳（億トン）

90％以上100％未満

75％以上 90％未満

100%

50％以上 75％未満

25％以上 50％未満

25％未満

データなし

日本が仮想水を輸入している国と輸入量
（億トン）

海外の水に依存する日本の食料
日本は、海外から輸入する食料の生産に使われる水を、仮
想水（バーチャルウォーター）として間接的に使用している。
その量は年間約640億トン（琵琶湖の貯水量の約2.5倍）
にも上る。うち145億トンがトウモロコシ、140億トンが牛肉
の生産に使われている。日本は食料だけでなく、水の輸入
大国でもある。

トウモロコシ
145

牛肉
140

大豆
121

小麦
94

豚 36

鶏 25

コメ 24

乳製品 22 大麦 20
工業製品 13

アメリカ
389

オーストラリア
89

カナダ 49

ブラジル、
アルゼンチン 25

中国 22
デンマーク 14

タイ 13 その他 39

出典：東大生産技術研究所・沖大幹研究室「日本の仮想投入
水総輸入量（2000年度の食料需給表統計値より）」
（http://hydro.iis.u-tokyo.ac.jp/Info/Press200207/）

ひ
っ
ぱ
く

お
き
た
い
か
ん
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給水施設
の整備

衛生改善

給水施設の
持続的な
維持管理

バングラデシュ　
「チッタゴン上水道セクター支援」

ウガンダ　
無償資金協力による井戸の建設と
青年海外協力隊による維持管理支援

ブラジル　
「トードス・オス・サントス基本衛生環境改善事業」

安
全
で
安
定
し
た
水
供
給
を
目
指
す
J
I
C
A
の
支
援

開
発
途
上
国
で
水
の
問
題
が
深
刻
化
・
多
様
化
す
る
中
、J
I
C
A
は
安
全
で
安
定
し
た
水
の
供
給
を
実
現
す
る
た
め
、

給
水
施
設
の
整
備
、持
続
的
な
維
持
管
理
、衛
生
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

井戸・水道などの給水施設が持続的に維持管理されるよう、地方の村では住民参加型
の水管理組織の育成を、都市部では水道運営機関の維持管理能力・経営能力の強化
を図る技術協力を行っている。

途上国ではトイレなどの衛生施設や下水道施設が整備されていないため、生活排水・
工業排水が未処理のまま流出し、水環境だけでなく居住環境を悪化させ、感染症など
の病気の原因となっている。JICA は円借款や無償資金協力で下水道施設を整備する
とともに、住民への衛生啓発活動や衛生施設を普及する技術協力を行っている。

水資源の開発や水道整備の計画策定のための技術
協力を行うとともに、井戸や水道などの給水施設
を無償資金協力・円借款で整備している。

人々の健康と暮らしに直結する
「安全で安定した水の供給」のための支援とその事例

水道の数や給水時間が限られているため、長時間並んで水をくむ人々円借款で整備された下水道施設

住民に井戸の維持管理方法を指導する青年海外協力隊員（右）

バングラデシュ第２の都市・チッタゴン市では水道普及率が48％にとどまっている。
JICAは2000年に調査を行い、市内全体に水を安定供給するための水道整備事
業計画を提案。その計画に沿って、円借款やバングラデシュ政府の資金で浄水場が
整備されてきている。また、漏水や違法接続など無収水の問題に対処できるよう、上
下水道公社の能力強化を図る技術協力も実施し、水道普及率の向上を目指す。

日本は1997年からウガンダ中西部の約400の村で井戸の建設
を支援してきた。しかし、井戸を維持管理する村の管理組合が十
分に機能していなかったため、2002年より青年海外協力隊員を
派遣し、井戸の現状調査や、管理組合の運営改善、修理技師の
配置、衛生教育などを支援している。

　

私
た
ち
が
通
常
利
用
で
き
る
水
は
、
地
球
上
に

あ
る
海
水
も
含
む
す
べ
て
の
水
の
わ
ず
か
０
・
０

１
％
に
す
ぎ
な
い
。
近
年
の
人
口
増
加
・
経
済
発

展
に
よ
る
水
需
要
の
高
ま
り
で
、
一
人
当
た
り
の

利
用
可
能
な
水
量
は
減
り
続
け
て
お
り
、
水
質
も

悪
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
地
域
で
砂
漠
化

や
渇
水
が
問
題
に
な
る
一
方
、
洪
水
被
害
が
増
加

し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
特
に
途
上
国
で
は
、
水

不
足
だ
け
で
な
く
、
水
質
汚
濁
、
水
災
害
な
ど
、

水
に
か
か
わ
る
問
題
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
・
多
様

化
し
て
い
る
。

　

一
般
的
に「
水
資
源
」と
は
、農
業
・
工
業
・
発
電
・

生
活
用
水
な
ど
と
し
て
利
用
で
き
る
水（
＝
利
水
）

を
指
す
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
水
資

源
を
持
続
的
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
利
水
の
観

点
だ
け
で
は
な
く
、
洪
水
や
渇
水
の
対
策
（
＝
治

水
）、
環
境
資
源
（
＝
水
環
境
）
の
観
点
か
ら
も

問
題
を
と
ら
え
て
、
総
合
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

有
効
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
す
べ
て
の
人
が
良
質
な
水
を
持

続
的
か
つ
公
平
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、
水
害
の
被
害
軽
減
や
水
環
境
の
保
全
を
図

る
べ
く
、
次
の
4
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

❶
安
全
で
安
定
し
た
水
の
供
給
（
利
水
）

す
べ
て
の
人
に
安
全
な
水
を
安
定
的
・
効
率
的
に

供
給
す
る
た
め
、
水
供
給
計
画
の
策
定
や
、
給
水

施
設
の
整
備
、
住
民
参
加
型
の
水
管
理
組
織
の
育

成
、
水
道
事
業
体
の
経
営
能
力
の
強
化
、
衛
生
環

境
の
改
善
な
ど
を
支
援
。「
２
０
１
５
年
ま
で
に

安
全
な
水
と
基
礎
的
衛
生
設
備
を
利
用
で
き
な
い

人
口
の
割
合
を
半
減
す
る
」
と
い
う
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標
（
M
D
G
s
）
の
達
成
を
目
指
す
。

❷
生
命・財
産
を
守
る
た
め
の
治
水
の
向
上（
治
水
）

洪
水
な
ど
の
水
害
か
ら
人
々
の
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
、
堤
防
や
ダ
ム
の
整
備
と
、
予
警
報
シ
ス

テ
ム
の
構
築
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
た
防
災
計
画
の
策
定
、
防
災
教
育
を

通
じ
た
住
民
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
防
災
能
力
の

向
上
、
防
災
行
政
体
制
の
強
化
な
ど
を
支
援
し
て

い
る
。

❸
水
環
境
の
保
全
（
水
環
境
）

水
質
の
改
善
や
流
域
全
体
の
水
循
環
に
応
じ
た
環

境
保
全
を
進
め
る
た
め
、
適
切
な
水
環
境
政
策
の

策
定
、
社
会
全
体
の
水
環
境
管
理
能
力
・
技
術
の

向
上
、下
水
処
理
施
設
の
整
備
・
維
持
管
理
、住
民

へ
の
環
境
教
育
の
推
進
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。

❹
統
合
的
水
資
源
管
理
の
推
進

統
合
的
水
資
源
管
理
と
は
、「
利
水
」「
治
水
」「
水

環
境
管
理
」
と
い
う
多
面
的
な
視
点
に
配
慮
し

て
、包
括
的
に
水
資
源
を
管
理
す
る
こ
と
。
特
に
、

希
少
化
し
て
い
る
水
資
源
の
適
切
な
開
発
・
管

理
の
た
め
、
水
利
用
・
土
地
利
用
に
関
す
る
政
策
・

計
画
の
策
定
、
流
域
全
体
の
水
収
支
（
一
定
期
間

に
流
入
す
る
水
の
量
と
流
出
す
る
水
の
量
の
関

係
）
の
把
握
の
た
め
の
観
測
や
デ
ー
タ
の
整
理
・

活
用
、
関
係
機
関
の
能
力
強
化
な
ど
を
支
援
し

て
い
る
。

都市化・工業化が進むバイア州の州都サルバドール市では、トード
ス・オス・サントス湾に未処理の生活排水や工業排水が流れ込み、
生活環境に悪影響を与えていた。そこで、円借款により下水道シ
ステムを整備。下水道普及率は26％（1997年）から69％（2006
年）に向上し、住民の生活環境と健康の改善、周辺海域への環境
負荷の軽減に貢献した。

特集 “生命の水”を届けるために
いのち
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カンボジア CAMBODIA

　
　

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
中
心
部
か
ら
車
で
約
30
分
。
喧

騒
と
し
た
都
市
の
雰
囲
気
か
ら
一
変
、
道
な
き
道
を

走
っ
て
い
く
と
、
小
さ
な
木
造
の
家
々
が
立
ち
並
ぶ

村
が
見
え
た
。
プ
ノ
ン
ペ
ン
郊
外
の
ク
モ
ン
グ
地
区
。

約
１
０
０
０
世
帯
が
暮
ら
す
貧
困
地
区
だ
。

　

２
０
０
９
年
１
月
中
旬
、
一
軒
の
家
の
周
り
に
人

だ
か
り
が
で
き
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
地
面
を
掘
り

起
こ
し
、
配
水
管
を
設
置
す
る
プ
ノ
ン
ペ
ン
水
道
公

社
の
作
業
員
の
姿
が
。
住
民
の
一
人
に
聞
く
と
、「
こ

の
家
に
水
道
を
引
い
て
い
る
ん
だ
よ
」
と
教
え
て
く

れ
た
。

　

細
長
い
パ
イ
プ
の
先
に
取
り
付
け
ら
れ
た
蛇
口
を

ひ
ね
る
と
、
勢
い
よ
く
水
が
流
れ
出
た
。
家
の
主
人

ニ
ェ
ム
・
ソ
フ
ィ
さ
ん
は
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
。「
長

い
間
、
こ
の
日
を
待
ち
わ
び
て
い
た
。
本
当
に
う
れ

し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。
そ
の
日
、
村
で
は
新
た

に
２
世
帯
に
水
道
が
引
か
れ
た
。

　

１
９
９
０
年
代
初
頭
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
長
年
続
い

た
内
戦
の
影
響
で
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
は
じ
め
都
市
部

は
荒
廃
し
、
特
に
水
道
施
設
の
老
朽
化
が
深
刻
だ
っ

た
。
復
興
支
援
を
開
始
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
93
年
に

プ
ノ
ン
ペ
ン
市
上
水
整
備
の
た
め
の
調
査
を
行
い
、

２
０
１
０
年
を
目
標
年
次
と
す
る
基
本
計
画
と
緊
急

に
整
備
す
べ
き
水
道
施
設
の
改
修
計
画
を
策
定
し
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
94
年
に
日
本
が
プ
ン
プ
レ
ッ
ク

浄
水
場
を
改
修
。
続
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
世
界
銀
行
、

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
な
ど
が
、
次
々
に
市
内
の
配
水
管

を
整
備
し
た
。

　

03
年
に
再
び
拡
張
さ
れ
た
プ
ン
プ
レ
ッ
ク
浄
水
場

は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
駅
の
す
ぐ
そ
ば
、
水
道
公
社
の
オ

フ
ィ
ス
に
隣
接
し
て
い
る
。
目
の
前
に
広
が
る
施
設

は
、
想
像
以
上
に
立
派
な
も
の
。「
こ
の
15
年
で
、
プ

ノ
ン
ペ
ン
の
水
道
事
情
は
劇
的
に
変
化
し
た
」
と
話

す
の
は
水
道
公
社
の
エ
ク
・
ソ
ン
・
チ
ャ
ン
総
裁
だ
。

彼
は
、
94
年
に
総
裁
に
就
任
し
て
以
降
、
力
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
で
水
道
公
社
の
再
建
を
図
っ
て
き
た
。

「
こ
れ
も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
い
う
頼
も
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー

の
協
力
の
お
か
げ
で
す
」。

　

国
際
社
会
の
支
援
に
よ
り
、
水
道
施
設
は
ほ
ぼ
整

備
さ
れ
た
。
と
な
る
と
、
今
度
は
そ
れ
を
運
用
す
る

人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は

03
〜
06
年
に
、
北
九
州
市
水
道
局
、
横
浜
市
水
道
局

の
協
力
を
得
て
「
水
道
事
業
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
フ
ェ
ー
ズ
１
）
を
実
施
。
水
道
公
社
職
員
が
施

設
を
適
切
に
維
持
管
理
で
き
る
よ
う
、
技
術
指
導
を

行
っ
た
。

　

チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
山
本
敬
子
・Ｊ

浄
水
場
の
整
備
と
人
材
育
成
で

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
市
民
に

安
全
な
水
を
供
給
す
る

プノンペン郊外で、配水管の敷設作業を行うプノンペン水道公社の作業員

日本の支援で整備されたプンプレック浄水場。約55万人が安全な水を利用できる
ようになった

プンプレック浄水場のモニター室では、24時間体制で全システムが管理されている

プンプレック浄水場の分析室。水質分析を行い、安全な水の提供に努める

安全な水を人々に届けよう
生命をつなぐ

20世紀後半、約20年にわたる内戦を経験したカンボジア。
長年の争いによってもたらされた負の遺産は、崩壊した都市の姿であった。
その中で、人々の生活に欠かせない「水」の供給にも壊滅的な被害が及んだ。
しかし今、老朽化していた水道施設が、日本をはじめ国際社会の援助で生まれ変わりつつある。

写真=   今村 健志朗 （フォトグラファー）

け
ん

そ
う
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Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
専
門
員
は
、「
水
道
公
社
の
職
員
は
、

何
事
に
も
と
て
も
熱
心
で
す
。
水
の
安
全
性
に
対
す

る
認
識
も
高
い
。
施
設
が
整
備
さ
れ
、
優
秀
な
人
材

が
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
重
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
円
滑
に
進
み
、
施
設
の
維
持
管
理
、
水
質
管

理
な
ど
の
技
術
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

話
す
。

　

チ
ャ
ン
総
裁
も
「
日
本
人
の
専
門
家
は
、
同
じ
ア

ジ
ア
と
い
う
こ
と
で
親
近
感
が
あ
る
。
細
や
か
な
指

導
能
力
も
素
晴
ら
し
い
」
と
評
価
す
る
。
今
後
、
円

借
款
に
よ
る
ニ
ロ
ー
ト
地
区
の
浄
水
場
建
設
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、「
給
水
率
※
1
１
０
０
％
達
成
に
向
け

て
、
大
き
な
期
待
が
持
て
る
」
と
展
望
を
語
る
。

　

08
年
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
無
収
水
率
※
2
は
６
％
に
ま

で
低
下
し
た
。
こ
れ
は
東
京
都
や
横
浜
市
に
次
ぐ
低

い
数
値
だ
。１
日
10
時
間
し
か
供
給
で
き
て
い
な
か
っ

た
水
も
、
24
時
間
利
用
可
能
に
な
っ
た
。
総
裁
補
佐

の
チ
ェ
ア
・
ビ
ソ
ッ
ト
さ
ん
は
「
今
後
は
、
貧
困
地

域
へ
の
水
道
普
及
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
意
気
込
む
。

水
道
公
社
は
、
貧
困
地
域
の
住
民
に
対
し
、
収
入
に

応
じ
て
接
続
料
や
水
道
料
金
を
優
遇
す
る
シ
ス
テ
ム

を
導
入
。
冒
頭
の
ク
モ
ン
グ
地
区
の
ソ
フ
ィ
さ
ん
も
、

収
入
が
１
日
３
ド
ル
の
た
め
、
接
続
料
の
７
割
が
免

除
さ
れ
て
い
る
。

　

首
都
圏
で
水
道
の
普
及
が
進
む
一
方
、
地
方
の
給

水
状
況
は
依
然
と
し
て
深
刻
だ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
プ
ノ
ン

ペ
ン
で
の
成
果
を
生
か
し
て
地
方
展
開
を
図
る
た
め
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ェ
ー
ズ
２
を
07
年
５
月
に
開
始
。

引
き
続
き
北
九
州
市
水
道
局
と
連
携
し
、
地
方
８
州

都
の
水
道
局
の
能
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

プ
ノ
ン
ペ
ン
以
外
の
都
市
の
水
道
局
は
、
鉱
工
業

エ
ネ
ル
ギ
ー
省
が
管
轄
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
同
省
水
道
部
の
機
能
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
８
州
都
の
水
道
局
職
員
に
対
し
て
、
浄

水
場
の
運
転
・
維
持
管
理
や
配
水
施
設
管
理
の
研
修
、

実
地
訓
練（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、フ
ェ
ー

ズ
１
で
育
成
さ
れ
た
プ
ノ
ン
ペ
ン
水
道
公
社
職
員
を
、

研
修
の
指
導
者
に
起
用
。「
私
た
ち
の
次
の
役
割
は
、

資
金
・
技
術
の
両
面
か
ら
、
地
方
の
水
道
局
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
こ
と
」
と
チ
ャ
ン
総
裁
は
強
調
す
る
。

　

チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
北
九
州
市
水
道
局
の
木

山
聡
さ
ん
。
フ
ェ
ー
ズ
１
で
も
、
専
門
家
と
し
て
電

気
系
統
の
指
導
を
担
当
し
た
。
現
在
は
各
州
都
を
回

り
、
水
道
局
職
員
の
技
術
指
導
に
精
を
出
す
。「
ま
ず

は
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
機
械
を
適
切
に
扱
う

技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
」。
シ
ェ
ム
リ

ア
ッ
プ
水
道
公
社
の
ソ
ム
・
ク
ン
テ
ィ
ア
総
裁
は
、「
人

材
育
成
は
時
間
が
か
か
る
仕
事
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
持
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
決
意
を
語
る
。

　
８
州
都
の
一
つ
、
世
界
遺
産
・
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡

群
を
有
し
、
年
間
２
０
０
万
も
の
観
光
客
が
訪
れ
る

シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
。
か
つ
て
は
「
水
の
都
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
た
が
、
03
年
時
点
の
給
水
率
は
10
%
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
観
光
都
市
の
浄
水
場
も
、
日
本

の
支
援
で
整
備
さ
れ
た
。
給
水
区
域
は
市
街
地
の
７

地
区
の
う
ち
４
つ
。06
年
に
浄
水
場
が
完
成
し
て
か
ら

給
水
率
は
６
倍
近
く
ア
ッ
プ
し
た
。「
井
戸
水
に
は
鉄

分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
て
、
洗
濯
す
る
と
服
が
変
色

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。水
道
水
は
、最
初
は
塩
素

の
に
お
い
が
少
し
気
に
な
っ
た
け
ど
、
今
は
毎
日
き

れ
い
な
水
が
使
え
て
幸
せ
で
す
」
と
ス
ラ
・
ク
ラ
ム

地
区
の
住
民
サ
ム
・
フ
ォ
ン
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う
だ
。

　
「
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
の
水
源
は
地
下
水
。
浄
水
場
で

処
理
し
た
後
の
水
は
、
飲
ん
で
も
ま
っ
た
く
支
障
が

な
い
」
と
木
山
さ
ん
。
確
か
に
、
浄
水
場
で
口
に
し

た
〝
で
き
た
て
〞
の
水
に
は
少
し
甘
み
が
あ
っ
た
。

し
か
し
近
年
の
急
速
な
人
口
・
観
光
客
の
増
加
に
よ

り
、
水
源
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

サ
ラ
・
カ
ム
ラ
エ
ウ
ク
地
区
の
地
区
長
サ
ム
・
ラ

ン
さ
ん
は
、「
こ
の
地
区
の
約
４
２
０
０
世
帯
の
う
ち
、

水
道
を
使
え
る
の
は
１
０
０
０
世
帯
程
度
。
住
民
の

生
活
・
健
康
改
善
の
た
め
に
、
一
刻
も
早
く
、
全
世

帯
に
水
道
が
引
か
れ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
は
じ
め
、
開
発
途
上
国
に
は
安
全

な
水
を
利
用
で
き
な
い
人
が
ま
だ
ま
だ
多
い
。
木
山

さ
ん
は
「
支
援
に
『
こ
れ
で
終
わ
り
』
と
い
う
地
点

は
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
現
地
の
人
た
ち
と
二
人
三
脚

で
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

　
「
水
は
人
の
生
命
を
つ
な
ぐ
貴
重
な
資
源
だ
。
全
国

民
に
安
全
な
水
が
行
き
渡
る
こ
と
が
私
の
夢
」と
チ
ャ

ン
総
裁
。
そ
の
夢
の
実
現
に
日
本
の
技
術
が
生
か
さ

れ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
の
手
で
、
生
命
の
水
が
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

８
つ
の
州
都
で

水
道
局
職
員
の
能
力
を
向
上
し

水
道
の
普
及
を
目
指
す

カンボジアCAMBODIA

プノンペン水道公社のチャン総裁。プノ
ンペン水道事業の功績が認められ、
2006年にアジアのノーベル賞として知ら
れる「ラモン・マグサイサイ賞」を受賞した

子どもたちに、水の安全性について説明する
シェムリアップ水道公社の職員

水を運ぶ子どもたち。水道がない
家庭では、子どもが水くみを担うシェムリアップ浄水場の給水塔には、カンボジアと日本

の友好の証として、両国の国旗が描かれている

シェムリアップ市内で、配水管敷設替工事に
ついて協議をする北九州市水道局の森木茂
広専門家（左）とシェムリアップ水道公社職員

※1 安全な水が供給されている人口の割合。
※2 浄水場から送られた水の全量に対して、漏水や盗水によって失われる比率。

け
ん

そ
う

特集 “生命の水”を届けるために
いのち

P8-9：特集　生命の水を届けるために
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ザンビア

ジンバブエ

コンゴ
民主共和国

タンザニア

ボツワナ

ルサカ

モンゼ郡

ムンブワ郡

村
人
の
手
で
井
戸
を
守
り
続
け
る
た
め
に

ア
フ
リ
カ
南
部
の
ザ
ン
ビ
ア
で
は
、地
方
の
村
を
中
心
に
、多
く
の
人
が
安
全
な
水
を
手
に
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

井
戸
が
足
り
な
か
っ
た
り
、井
戸
が
あ
っ
て
も
壊
れ
る
と
す
ぐ
に
修
理
で
き
な
い
こ
と
が
主
な
要
因
だ
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、人
々
が
安
全
な
水
を
安
定
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

自
分
た
ち
で
井
戸
を
維
持
管
理
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
る
。

水をくむチボレラ村の女性たち。この地域
では日本を含む海外からの支援で、手動式
の井戸が多く設置されている

舗
を
立
ち
上
げ
る
準
備
と
し
て
、
体
制
の
整
備
や
担

当
者
の
育
成
を
進
め
て
い
る
段
階
。
財
務
管
理
や
部

品
の
継
続
的
な
供
給
を
今
後
ど
う
確
実
な
も
の
に
し

て
い
く
か
な
ど
、
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
は
多
い
」

と
説
明
す
る
が
、
ほ
か
の
郡
で
も
井
戸
が
持
続
的
に

維
持
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
努
力
す

る
バ
ン
ダ
さ
ん
ら
関
係
者
の
姿
に
、
頼
も
し
さ
を
感

じ
て
い
る
。

　

ザ
ン
ビ
ア
政
府
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
を

高
く
評
価
し
、
地
方
給
水
改
善
に
向
け
た
国
家
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
「
給
水
施
設

運
営
維
持
管
理
モ
デ
ル
」
と
し
て
全
国
展
開
す
る
こ

と
を
決
定
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
そ
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
り
を
支
援
し
、
ほ
か
の
援
助
機
関
と
も
協
調
し
な

が
ら
、
全
国
で
普
及
を
進
め
て
い
る
。

　

安
全
な
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
井
戸
は
、
人
々

に
と
っ
て
生
活
と
健
康
の
土
台
と
な
る
。
そ
の
命
の

源
を
自
ら
守
り
続
け
て
い
く
活
動
が
ザ
ン
ビ
ア
全
土

に
広
が
り
始
め
た
。
チ
ボ
レ
ラ
村
で
見
た
、
井
戸
に

集
ま
る
村
人
た
ち
の
明
る
い
笑
顔
も
広
が
っ
て
い
く

に
違
い
な
い
。

に
、
ル
サ
カ
の
代
理
店
を
通
じ
た
部
品
の
搬
入
、
在

庫
管
理
、
財
務
管
理
の
方
法
を
指
導
。
ま
た
、
住
民

が
修
理
を
依
頼
す
る
修
理
工
を
育
成
し
、
郡
内
に
配

置
し
た
。
さ
ら
に
、
ス
ペ
ア
パ
ー
ツ
購
入
な
ど
に
充

て
る
維
持
管
理
費
を
住
民
に
共
同
負
担
し
て
も
ら
う

よ
う
、
ラ
ジ
オ
・
ポ
ス
タ
ー
で
の
宣
伝
や
現
地
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
よ
る
啓
発
活
動
を
実
施
。
村
の
水
管
理
組
合
を

使
っ
た
維
持
管
理
費
の
徴
収
の
仕
方
も
指
導
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
村
人
は
必
要
な
と
き
に
ス
ペ
ア
パ
ー

ツ
を
郡
の
店
舗
か
ら
購
入
し
て
、
自
分
た
ち
で
修
理
・

維
持
管
理
で
き
る
よ
う
に
。
ス
ペ
ア
パ
ー
ツ
の
売
り

上
げ
は
、
両
郡
で
年
間
１
０
０
万
円
を
超
え
る
ほ
ど

だ
。

　

チ
ボ
レ
ラ
村
で
は
、「
08
年
は
1
度
故
障
し
た
が
、

村
で
貯
め
て
い
た
お
金
で
す
ぐ
に
部
品
を
買
い
、
翌

日
に
は
修
理
工
が
直
し
て
く
れ
た
」
と
人
々
が
喜
ぶ
。

以
前
は
壊
れ
る
と
数
カ
月
か
ら
1
年
近
く
そ
の
ま
ま

で
、
村
人
は
遠
く
の
井
戸
ま
で
歩
い
て
く
み
に
行
く

か
、
不
衛
生
な
た
め
池
な
ど
の
水
を
使
わ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
ム
ン
ブ
ワ
郡
で
井
戸
の
維
持
管
理
を
担

当
す
る
郡
役
所
の
ジ
ョ
ン
・
バ
ン
ダ
さ
ん
は
、「
故
障

期
間
は
平
均
3
日
と
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
。
安
全
な

水
を
安
定
し
て
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
下
痢

な
ど
の
症
状
が
減
り
、
人
々
の
健
康
状
態
も
改
善
し

て
い
る
」
と
成
果
を
挙
げ
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
07
年
か
ら
、
中
央
州
の
4
つ
の

郡
に
支
援
を
拡
大
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
バ
ン
ダ

さ
ん
ら
ム
ン
ブ
ワ
郡
・
モ
ン
ゼ
郡
の
役
所
の
担
当
者

が
自
ら
の
経
験
を
生
か
し
て
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

高
橋
さ
ん
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
継
い
だ
北
島

知
美
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
は
「
今
は
ま
だ
4
郡
に
店

　

井
戸
の
ポ
ン
プ
を
グ
ッ
と
下
に
押
す
と
、
給
水
口

か
ら
水
が
勢
い
よ
く
流
れ
出
る
。
瞬
く
間
に
新
鮮
な

水
で
ポ
リ
タ
ン
ク
が
満
た
さ
れ
て
い
く
。こ
れ
を
ひ
ょ

い
と
頭
に
載
せ
、
家
路
に
つ
く
女
性
た
ち
。
中
央
州

ム
ン
ブ
ワ
郡
チ
ボ
レ
ラ
村
の
井
戸
に
は
、
今
日
も
た

く
さ
ん
の
人
が
水
く
み
に
訪
れ
て
い
る
。

　

人
口
の
7
割
が
地
方
の
農
村
部
で
暮
ら
す
ザ
ン
ビ

ア
。
村
で
は
井
戸
で
く
み
上
げ
た
地
下
水
を
使
う
の

が
一
般
的
だ
。
し
か
し
、
井
戸
な
ど
の
給
水
施
設
が

足
り
な
い
た
め
、
給
水
率
は
わ
ず
か
37
％
、
多
く
の

人
が
安
全
な
水
を
利
用
で
き
ず
に
い
る
。
国
際
社
会

の
支
援
で
給
水
施
設
が
建
設
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

干
ば
つ
で
枯
渇
し
た
り
、
老
朽
化
・
故
障
し
て
使
わ

れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る
も
の
も
目
立
つ
。

　

日
本
も
１
９
８
５
年
以
来
、
１
０
０
０
基
以
上
の

井
戸
の
建
設
を
支
援
し
て
き
た
。
２
０
０
４
年
の
調

査
で
は
、
そ
の
8
割
が
正
常
に
稼
動
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
一
方
で
、「
壊
れ
た
と
き
に
、
修
理
費

が
賄
え
な
い
、
修
理
工
が
い
な
い
な
ど
、
各
郡
の
井

戸
の
維
持
管
理
体
制
が
不
十
分
」「
首
都
ル
サ
カ
以
外

の
販
売
網
が
な
い
た
め
に
井
戸
の
修
理
に
必
要
な
ス

ペ
ア
パ
ー
ツ
（
予
備
の
部
品
）
が
地
方
に
届
か
な
い
」

と
い
っ
た
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
ム
ン
ブ
ワ
郡
と
南
部
州
モ

ン
ゼ
郡
を
対
象
に
、
ス
ペ
ア
パ
ー
ツ
の
安
定
供
給
を

実
現
し
、
住
民
自
身
が
井
戸
を
持
続
的
に
維
持
管
理

で
き
る
体
制
を
整
え
る
「
地
方
給
水
維
持
管
理
能
力

強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
05
年
に
開
始
し
た
。
08
年

9
月
ま
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
指
揮
し
た
高
橋
逸
郎
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
環
境
部
特

別
嘱
託
員
は
、「
井
戸
を
持
続
的
に
使
う
に
は
、
行
政

だ
け
で
な
く
、
住
民
自
身
も
一
定
の
責
任
を
持
ち
、

主
体
的
に
維
持
管
理
に
か
か
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
話
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ま
ず
、
ス
ペ
ア
パ
ー
ツ
を
常

時
備
え
て
い
る
店
舗
を
両
郡
に
一
つ
ず
つ
設
置
し
、

店
の
運
営
・
管
理
を
担
う
郡
役
所
の
担
当
者
を
対
象

スペアパーツの店で在庫を確認するバンダさん（左）。店ができる前は、部品を主に援助機
関やＮＧＯからの支援に頼っており、在庫が底を尽けばそれっきりか、ルサカまで買いに行か
なければならなかった

チ
ボ
レ
ラ
村
近
郊
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
で
、井
戸
の
修
理
用
工

具
を
管
理
す
る
ア
ル
フ
レ
ッ
ド・ム
ウ
ィ
ン
ガ
さ
ん
。工
具
は
周

辺
の
村
々
で
共
同
で
使
わ
れ
て
い
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
育
成
さ
れ
た
修
理
工
の
ま
め
な
手
入
れ
も
あ
り
、08
年
は一
度

も
大
き
な
故
障
を
し
て
い
な
い
と
い
う
、ム
ン
ブ
ワ
郡
カ
ズ
ン
ゴ
村
の
井
戸
。清

潔
な
水
は
子
ど
も
た
ち
の
健
康
も
守
る

ムンブワ郡のスペアパーツの店。村人たちは
井戸が故障すると部品を買いにやって来る

ザンビア ZAMBIA

壊
れ
る
と
修
理
で
き
な
い
井
戸

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
全
国
へ

写真=   飯塚 明夫 （写真家）

特集 “生命の水”を届けるために
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タンザニア

南アフリカ共和国

セネガル

ウガンダ

エチオピア

アフリカの水問題に挑む「水の防衛隊」
私たち人間の生活になくてはならない水がアフリカで不足している。

一人でも多くの人が安全な水とともに生きられるよう、日本の「水の防衛隊」が動き出した。

アフリカ AFRICA

世
界
一
給
水
率
が
低
い
エ
チ
オ
ピ
ア

技
術
者
育
成
と
住
民
の
衛
生
教
育

「水の防衛隊」募集中！
JICAでは、「水の防衛隊」としてアフリカで活動
する青年海外協力隊・シニア海外ボランティアを
募集しています。詳細はホームページ（http://ww
w.jica.go.jp/）をご覧ください。

派遣予定国：エチオピア、ケニア、タンザニア、ウガンダ、ル
ワンダ、マダガスカル、ザンビア、ガーナ、セネガル、ベナンなど
活動分野：村落給水（公衆衛生、水管理組合の活性化、
給水施設の維持管理など）、都市給水（運営維持管理、浄
水施設管理、配管管理など）
募集期間：2009 年度春（4月上旬～5月上旬）ほか順次

地表に染み出た水をくむ子ども。不衛生な地表水の利用は水系感染症の大きな原因だ

給水施設の建設予定地で測量を行う現地スタッフ。最近は、セメ
ントやパイプなど資材の高騰も問題となっている

水くみを手伝う少女と児島さん。こうした労働によって教育を受けられない子どもも多い

2008年12月、「水の防衛隊」としてセネガルに派遣された村落開発普及員の奥河洋介隊
員（右）と段原晴美隊員。日本と現地で「水の防衛隊」としての研修を受け、12月から住民
による給水施設の維持管理体制を強化するための活動に取り組んでいる

　

角
田
さ
ん
と
児
島
さ
ん
が
技
術
者
の
育
成
に
取
り

組
む
一
方
、
村
落
開
発
普
及
員
の
鈴
木
淑
子
隊
員
は

主
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
対
し
て
給
水
施
設
の
維
持

管
理
方
法
や
水
に
関
す
る
衛
生
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

も
と
も
と
エ
チ
オ
ピ
ア
に
は
こ
う
し
た
活
動
を
担
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
ス

タ
ッ
フ
が
い
る
が
、
人
数
・
能
力
が
十
分
と
は
い
え

な
い
。
鈴
木
さ
ん
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
と
、

プ
ロ
モ
ー
タ
ー
育
成
に
力
を
入
れ
る
。

　

安
全
な
水
を
手
に
で
き
な
い
人
は
世
界
で
11
億
人
。

そ
の
多
く
が
暮
ら
す
ア
フ
リ
カ
の
水
問
題
を
解
決
し

た
い
と
い
う
熱
き
思
い
を
込
め
た
日
本
の
「
水
の
防

衛
隊
」
構
想
。
水
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
か
ら

人
々
を
〝
守
る
〞
彼
ら
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。

　

ア
フ
リ
カ
東
部
エ
チ
オ
ピ
ア
。
こ
こ
は
世
界
で
最

も
給
水
率
の
低
い
国
の
一
つ
だ
。
人
口
約
８
０
０
０

万
の
う
ち
、
安
全
な
水
を
手
に
で
き
る
の
は
わ
ず
か

２
割
程
度
。
６
０
０
０
万
以
上
も
の
人
々
が
安
心
し

て
水
を
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

中
で
も
、
首
都
ア
ジ
ス
ア
ベ
バ
か
ら
車
で
７
時
間

の
南
部
諸
民
族
州
は
、
国
内
で
３
番
目
に
給
水
率
が

低
い
。
人
々
は
手
掘
り
井
戸
や
川
・
湖
沼
の
地
表
水

を
一
日
何
時
間
も
か
け
て
運
ぶ
な
ど
し
て
生
活
用
水

を
得
て
い
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
水
は
不
衛
生
で
、

下
痢
症
や
コ
レ
ラ
、
腸
チ
フ
ス
、
赤
痢
な
ど
の
水
系

感
染
症
に
か
か
る
人
が
後
を
立
た
な
い
。
豊
富
な
地

下
水
に
も
フ
ッ
素
や
鉄
、
マ
ン
ガ
ン
な
ど
の
有
害
物

質
が
含
ま
れ
、
飲
料
用
に
は
向
か
な
い
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
よ
う
と
、
今
ま
さ
に
活

動
し
て
い
る
の
が
３
人
の
「
水
の
防
衛
隊
」
だ
。
青

年
海
外
協
力
隊
員
の
彼
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性

を
生
か
し
て
、
同
州
が
進
め
る
水
源
開
発
や
給
水
施

設
の
拡
充
事
業
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　
「
水
の
防
衛
隊
」
と
は
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
安
全

な
水
を
安
定
的
に
届
け
る
た
め
、
日
本
の
技
術
者
を

水
問
題
が
深
刻
な
ア
フ
リ
カ
諸
国
な
ど
に
派
遣
す
る

日
本
の
構
想
。
２
０
０
８
年
に
横
浜
で
開
か
れ
た
第

４
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
）
で
福

田
康
夫
首
相（
当
時
）が
発
表
し
た
。
水
資
源
の
確
保
、

給
水
施
設
の
整
備
・
維
持
管
理
、
水
管
理
組
合
の
活

性
化
、
衛
生
啓
発
と
い
っ
た
分
野
を
中
心
に
、
２
０

１
３
年
ま
で
の
５
年
間
で
約
２
０
０
人
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
専
門
家
を
派
遣
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
の
第
一
陣
が
エ
チ
オ
ピ
ア
の
３
人
。
す
で
に
セ

ネ
ガ
ル
で
も
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
ほ
か
、
今
後
タ

ン
ザ
ニ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
ウ
ガ
ン
ダ
へ
の

派
遣
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

有
害
物
質
の
多
い
地
下
水
を
有
効
な
水
源
と
し
て

活
用
し
よ
う
と
、
水
資
源
開
発
の
技
術
者
、
角
田
晋

一
郎
隊
員
は
水
質
検
査
や
浄
化
方
法
を
検
証
し
て
い

る
。南
部
諸
民
族
州
と
そ
の
周
辺
の
地
下
水
に
は
フ
ッ

素
が
多
く
含
ま
れ
、「
目
下
の
活
動
は
、
フ
ッ
素
の
除

去
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
」
だ
と
言
う
。
さ
ま
ざ
ま

な
浄
化
方
法
の
中
か
ら
エ
チ
オ
ピ
ア
の
地
方
給
水
に

最
適
な
手
法
を
見
い
だ
す
た
め
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
と

と
も
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
。「
ス
タ
ッ
フ
に
は
、

教
科
書
や
外
国
の
事
例
で
は
な
く
実
験
結
果
か
ら
学

ん
で
い
く
と
い
う
科
学
で
は
基
本
的
な
姿
勢
が
欠
け

て
い
た
が
、
一
緒
に
実
験
を
繰
り
返
す
中
で
、
理
論

で
は
な
く
実
践
に
基
づ
い
た
結
果
を
ス
タ
ッ
フ
た
ち

が
理
解
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
変
化
の
兆

し
を
報
告
す
る
。

　

ま
た
、
給
水
施
設
の
整
備
に
当
た
る
の
は
土
木
技

術
者
の
児
島
直
美
隊
員
。
同
州
に
は
給
水
施
設
の
施

工
管
理
を
担
え
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
。
児
島
さ

ん
は
現
地
の
技
術
者
と
村
に
足
を
運
ん
で
現
場
の
調

査
や
測
量
を
行
う
な
ど
、
施
設
の
設
計
か
ら
積
算
、

工
事
発
注
と
、
施
設
完
成
ま
で
の
一
連
の
業
務
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
公
用
語
の
ア
ム
ハ
ラ
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
苦
労
し
て
い
る
そ
う
だ
が
、

根
本
的
な
考
え
方
も
仕
事
の
進
め
方
も
ス
ピ
ー
ド
感

も
ま
っ
た
く
違
う
異
国
の
地
で
、
小
さ
な
こ
と
で
も

何
か
一
つ
分
か
り
合
え
た
瞬
間
は
大
き
な
喜
び
と
な

る
。「
自
分
の
や
り
方
に
共
感
し
、参
考
に
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
で
同
僚
と
の
き
ず
な
が
深
ま
っ
た
と
き
は
う

れ
し
か
っ
た
」。

せ
き
り

特集 “生命の水”を届けるために
いのち
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ジャカルタ
スラバヤ

インドネシア

豆腐工場や牛の解体場などを視察し、排水について聞き取り
調査を行う原口公子さん（右から２人目）とスラバヤ市の職員

カリマス川の水質を検査する原口さんら。特に下流域は濁りがひどい

北九州市の経験をスラバヤ市へ

１
９
９
７
年
か
ら
廃
棄
物
対
策
の
分

野
で
も
北
九
州
市
の
協
力
を
受
け

て
い
た
ス
ラ
バ
ヤ
市
に
と
っ
て
は
、信

頼
関
係
で
結
ば
れ
た
願
っ
て
も
な
い

パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。

　
２
０
０
７
年
、北
九
州
市
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
と
連
携
し
て「
ス
ラ
バ
ヤ
市
水
質

管
理
能
力
向
上
事
業
」※
２
を
開
始

し
、職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
し
て
、モ

ニ
タ
リ
ン
グ
や
デ
ー
タ
解
析
を
担
う

人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
す
る
原
口

公
子
・
北
九
州
市
環
境
局
環
境
科

学
研
究
所
環
境
研
究
課
長
は
ま

ず
、ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
カ
リ
マ
ス
川
を
下

り
、水
質
の
現
状
を
自
分
の
目
で
確

か
め
た
。そ
の
上
で
、「
川
の
汚
れ
の

原
因
が
生
活
排
水
で
あ
る
こ
と
を

住
民
と
行
政
が
き
ち
ん
と
認
識
す

る
た
め
に
、川
に
流
れ
込
む
も
の
を

す
べ
て
集
め
て
分
析
し
た
り
、一
人
が

一日
当
た
り
排
出
す
る
汚
濁
物
の
内

容
と
量
、生
活
形
態
な
ど
を
細
か
く

調
べ
、川
に
掛
か
る
負
荷
を
計
算
す

る
こ
と
が
重
要
だ
」と
提
案
し
た
。

　
し
か
し
、そ
の
調
査
や
分
析
は
な

か
な
か
順
調
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。ス

ラ
バ
ヤ
市
の
職
員
が
調
査
手
法
を

習
得
す
る
ま
で
に
時
間
を
要
し
た

こ
と
が
主
な
原
因
だ
。「
ス
ラ
バ
ヤ
市

の
河
川
は
日
本
と
違
っ
て
常
時
水

温
が
高
く
、気
候
も
異
な
り
ま
す
。

日
本
の
技
術
を
そ
の
ま
ま
利
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、ス
ラ
バ
ヤ

に
合
っ
た
も
の
に
応
用
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
」と
原
口
さ
ん
は
話
す
。

　

ま
た
、ス
ラ
バ
ヤ
市
の
職
員
を
北

九
州
市
に
送
り
、河
川
と
周
辺
の
公

園
、道
路
、市
街
地
な
ど
を
計
画
的

に
整
備
し
て
き
た
市
の
取
り
組
み
を

学
ぶ
研
修
を
実
施
。彼
ら
か
ら
は

「
日
本
の
よ
う
な
下
水
道
を
造
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？
」と

いっ
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
質
問
も
飛

び
出
し
た
が
、「
ま
ず
は
水
質
改
善

と
い
う
目
の
前
の
目
標
を
地
道
に
ク

リ
ア
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」と
原

口
さ
ん
は
説
明
し
て
い
る
。

　

北
九
州
市
は
06
年
度
よ
り「
ア
ジ

ア
の
環
境
人
材
育
成
拠
点
」を
目

指
し
、５
年
間
で
２
０
０
０
人
の
研

修
員
を
受
け
入
れ
る
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
。ま
た
、ア
ジ
ア
の

諸
都
市
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し

て
国
際
協
力
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
。負
の
経
験
を〝
強
み
〞に
変

え
た
北
九
州
市
は
、ま
さ
し
く
日
本

の
環
境
国
際
協
力
に
不
可
欠
な
プ

レ
ー
ヤ
ー
だ
。

※
１　

都
市
計
画
な
ど
で
求
め
ら
れ
る
、建
物
・

場
所
・
景
観
・
気
候
な
ど
生
活
環
境
の
快
適
さ
。

※
２ 

地
方
自
治
体
が
主
体
と
な
り
、そ
の
地
域

社
会
が
持
つ
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
実
施
す

る「
草
の
根
技
術
協
力（
地
域
提
案
型
）」に
よ
る
。

カ
リ
マ
ス
川
を
町
の
シ
ン
ボ
ル
に

　

生
活
排
水
は
カ
リ
マ
ス
川
へ
垂
れ

流
し
、
流
域
に
は
ご
み
の
不
法
投
棄

も
。だ
が
人
々
は
気
に
す
る
様
子

も
な
く
、川
で
泳
ぎ
、釣
り
を
楽
し

む　
　

こ
う
し
た
光
景
が
ご
く
当

た
り
前
の
ス
ラ
バ
ヤ
市
。イ
ン
ド
ネ

シ
ア
第
２
の
都
市
と
し
て
急
速
に
工

業
化
・
都
市
化
が
進
む
同
市
で
は
、

生
活
排
水
や
工
業
排
水
が
増
え
、川

の
水
質
汚
濁
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
。

　

そ
ん
な
カ
リ
マ
ス
川
を
名
実
と
も

に
ス
ラ
バ
ヤ
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

復
活
さ
せ
る
べ
く
、同
市
は
治
水
対

策
に
加
え
、商
業
施
設
や
公
園
、遊

歩
道
な
ど
の
親
水
空
間
の
整
備
を

兼
ね
備
え
た「
カ
リ
マ
ス
川
再
生
事

業
」を
開
始
し
た
。全
長
12
キ
ロ
の

川
沿
い
９
地
区
を
重
点
地
域
と
し
、

水
環
境
の
改
善
、都
市
ア
メ
ニ
テ
ィ

ー
※
１
の
向
上
、観
光
振
興
な
ど
に

取
り
組
む
。

　

川
の
水
質
改
善
か
ら
取
り
掛
か

る
が
、改
善
計
画
の
立
案
に
必
要
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
デ
ー
タ
解
析
が
適

切
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。そ
こ
で

支
援
に
一
肌
脱
い
だ
の
が
、北
九
州

市
。高
度
経
済
成
長
期
に
発
生
し

た
公
害
に
よ
る「
ば
い
煙
の
空
」「
死

の
海
」を
克
服
し
て
き
た
北
九
州
市

に
は
、そ
の
過
程
で
培
っ
た
技
術
や

人
材
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。す
で
に

公
害
を
克
服
し
た
経
験
を

生
か
し
て

インドネシア・スラバヤ市では、市内を流れるカリマス川に生活排水が流れ込み、水環境が悪化している。
公害から奇跡の復活を遂げた北九州市は、その経験を生かし、川の水質改善を担う人材の育成に協力している。

事業で水門や川沿いの遊歩道（右写真）
が整備されつつあるが、川に流入する水路
にはまだごみがあふれている

国際協力の担い手たち

国際協力に携わるのは今回の事業
が初めてという原口さんだが、実は原
口家は国際協力一家。ご主人の原
口清史さんは北九州市の職員時代
に、北京の日中友好環境保全センタ
ーに3年間赴任。退職後は、（財）北
九州市国際技術協力協会（KITA）
に所属し、JICAの研修事業も担当
している。また、国土交通省に勤務
する長女の原口祐子さんも、港湾関
係の国際協力に携わる。祐子さんが
幼いころは、アジアやアフリカから来
た研修員を家に呼んで郷土料理を
振る舞うなど、交流機会も多かったそ
うだ。

原口家は国際協力一家

水道分野への支援も積極的な北九
州市。開発途上国では水道管から
の漏水や盗水など「無収水」の問題
が深刻なことから、JICAとともに無
収水対策支援を行ってきた。その経
験を集約した視聴覚教材「水道事
業における無駄な水を減らす取り組
み～総合的な無収水管理」が北九
州市水道局と東京都水道局の協
力の下、（株）クボタ顧問の山﨑章
三氏の制作・監修により3月に完
成。貴重な水資源を有効利用し、水
道事業を健全に運営するノウハウが
まとめられている。JICAのホームペ
ージ（http://www.jica-net.com/ja
2/）で閲覧可能。

無収水対策のための
マルチメディア教材が完成

2007年に廃棄物対策の専門家としてパ
キスタンに行ったご主人の清史さん（左）

探知機で漏水音を調べる様子（カンボジ
ア）も収録されている

17    JICA’s World   March  2009 March  2009    JICA’s World    16

P16-17：PLAYERSK100 DIC 138C



高
校
生
が

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を

体
験
学
習

兵
庫
県
の
高
校
生
た
ち
が
、フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
※
を
通
し
て
、

開
発
途
上
国
の
問
題
や
身
近
に
で
き
る
国
際
協
力
に
つ
い
て
考
え
た
。

彼
ら
は
ど
ん
な
活
動
に
取
り
組
み
、何
を
学
ん
だ
の
か
。

参加型のフェアトレード学習を経て報告会に臨んだ高校生た
ち。企画を担当したJICA兵庫の井手久美子・国際協力推進
員は「国際的な視野を広げるきっかけとしてほしい」と話す

マーシャル諸島について学習し、文化祭では現地語で「アミモノ」と呼ばれる手工芸品など
を販売した県立淡路高校の生徒たち。マーシャル諸島のことを伝えるポスターも作成した

※途上国の生産物を適正な
価格で取引することで、弱い
立場にある生産者の収入向
上と自立を支援する取り組み。

私
た
ち
の
豊
か
さ
の
裏
に 

あ
る
も
の
に
目
を
向
け
よ
う

　

海
か
ら
の
寒
風
が
吹
き
荒
れ
る
1

月
11
日
。
神
戸
港
に
面
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
兵
庫
に
、
兵
庫
県
の
7
高
校
か
ら

約
50
人
の
生
徒
た
ち
が
集
結
し
た
。

彼
ら
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
兵
庫
主
催
の

「Youth M
eets  A

2

」※
1
の
参
加
者
。

２
０
０
８
年
9
月
に
始
ま
っ
た
こ
の

企
画
は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
携
わ

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
6
団
体
※
2
の
協
力
の
も

と
、
高
校
生
が
途
上
国
の
現
状
に
つ

い
て
学
び
、
文
化
祭
な
ど
で
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
商
品
を
販
売
し
て
国
際
協

力
を
実
体
験
す
る
と
い
う
も
の
。
こ

の
日
、
約
4
カ
月
に
わ
た
る
各
校
の

活
動
の
報
告
会
が
行
わ
れ
た
。

 

「
あ
る
有
名
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド

の
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
は
、
つ
い
最
近

ま
で
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
子
ど
も
た

ち
の
児
童
労
働
で
生
産
さ
れ
て
い
ま

し
た
」

 

会
場
に
そ
う
語
り
掛
け
た
の
は
、

県
立
洲
本
実
業
高
校
の
生
徒
た
ち
。

彼
ら
は
、世
界
の
貧
困
問
題
の
一
つ

と
し
て
児
童
労
働
に
つ
い
て
調
べ
、

そ
の
成
果
を
発
表
し
た
。き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
貧
し
い
マ
ン
ゴ
ー

農
家
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ「
ぺ
ぱ
っ

ぷ
」
が
行
っ
た
学
習
会
。「
貿
易
ゲ
ー

ム
」
と
呼
ば
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
し
て
、
情
報
や
技
術
の
格
差
に

よ
っ
て
先
進
国
と
途
上
国
に
不
平
等

な
貿
易
体
制
が
生
ま
れ
、
貧
富
の
差

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

ま
た
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
そ
ん
な

現
状
を
変
え
る
た
め
に
自
分
た
ち
が

で
き
る
国
際
協
力
の
一
つ
と
知
り
、

実
際
に
文
化
祭
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
ぺ
ぱ
っ
ぷ
が
扱
う
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
ド
ラ
イ
マ
ン
ゴ
ー
を
販
売
し
た
。

 

３
年
生
の
南
原
綾
さ
ん
は
、「
好

き
な
も
の
を
自
由
に
買
え
る
先
進
国

の
豊
か
さ
の
裏
に
は
、
私
た
ち
が
目

を
向
け
る
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

あ
る
」と
訴
え
る
。「
今
回
の
経
験
は
、

自
分
の
日
々
の
暮
ら
し
や
恵
ま
れ
た

環
境
を
見
直
す
機
会
と
な
っ
た
。
大

学
で
も
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
研
究
し

て
み
た
い
」。

知
る
こ
と
、伝
え
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ぶ

 

東
南
ア
ジ
ア
の
若
者
に
農
業
や
保

健
分
野
の
技
術
研
修
な
ど
を
支
援
す

る
（
財
）Ｐ
Ｈ
Ｄ
協
会
が
実
施
し
た

学
習
会
で
タ
イ
の
少
数
民
族
に
つ
い

て
学
ん
だ
の
は
、
県
立
三
木
東
高
校

の
生
徒
た
ち
。
彼
ら
は
そ
の
後
、
少

数
民
族
の
伝
統
手
織
物
を
地
元
の
ホ

テ
ル
で
販
売
す
る
活
動
を
行
っ
た
。

報
告
会
で
は
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の

ま
ん
延
や
教
育
環
境
の
未
整
備
と
い

っ
た
少
数
民
族
の
貧
困
問
題
を
紹

介
。
そ
し
て
「
活
動
を
通
し
て
、
豊

か
な
国
の
人
々
が
『
知
ら
な
い
』『
知

ろ
う
と
し
な
い
』『
知
っ
て
も
行
動
を

起
こ
さ
な
い
』こ
と
が
本
当
の
貧
し

さ
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
は
、
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
話
し
た
。

 

同
校
の
岡
本
優
子
先
生
は
「
販
売

体
験
で
は
、
少
数
民
族
の
こ
と
や
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
意
義
も
一
生
懸
命

説
明
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
日
本
に

い
る
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
を
真

剣
に
考
え
、
行
動
す
る
彼
ら
の
姿
が

印
象
的
で
し
た
」
と
目
を
細
め
る
。

　

ま
た
、
発
表
で
は
「
高
校
生
を
対

象
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
ア
イ

デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
す
る
」
な

ど
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
広
め
る
た

め
に
高
校
生
が
で
き
る
活
動
も
提

案
。
協
力
し
た
Ｐ
Ｈ
Ｄ
協
会
の
川
原

桂
さ
ん
は
、「
高
校
生
な
ら
で
は
の

自
由
な
発
想
に
、
た
く
さ
ん
の
ヒ
ン

ト
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
一
緒
に
活
動
し
て
い
け
た

ら
」
と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る
。

　
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
生
産
者
の

暮
ら
し
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
購

入
す
る
人
々
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
国
際
協
力
は
『
ギ
ブ
ア

ン
ド
テ
イ
ク
』な
ん
だ
と
気
付
い
た
」

と
言
う
の
は
3
年
生
の
前
田
拓
海
さ

ん
。
将
来
は
国
際
機
関
に
就
職
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
、
文
化
祭
で
多
く
の
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
製
手
工
芸
品
を
売
る

こ
と
が
で
き
た
定
時
制
の
市
立
神
戸

工
科
高
校
、
全
校
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
り
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
認
知

度
を
調
べ
た
市
立
葺
合
高
校
、
文
化

祭
で
グ
ア
テ
マ
ラ
の
布
・
ビ
ー
ズ
製

品
を
販
売
し
た
県
立
淡
路
三
原
高
校

な
ど
、
報
告
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
を
発
表
し
合
い
、
た
く
さ
ん
の

刺
激
を
受
け
た
高
校
生
た
ち
。「
ま
ず

は
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」
と
誓

い
を
新
た
に
し
、「
現
地
の
状
況
を
こ

の
目
で
確
か
め
た
い
！
」と
目
を
輝

か
せ
た
。今
回
の
か
け
が
え
の
な
い

経
験
は
、
彼
ら
の
視
野
を
広
げ
、
次

の
行
動
へ
と
踏
み
出
す
大
き
な
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

※
1
「 

A2
」は
英
語
で
「A squared

」
と
読
み
、

ア
フ
リ
カ
、ア
メ
リ
カ
、ア
ジ
ア
の
頭
文
字
の「
Ａ
」

と
、「
広
場
」
の
意
味
を
持
つ
「square

」
を
掛
け

て
い
る
。「Youth M

eets A
2

」
は
若
者
が
そ
う

し
た
世
界
の
「
広
場
」
に
出
会
う
こ
と
を
意
味
す

る
。

※
2
（
特
活
）
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
＝
市
民
に
よ
る

海
外
協
力
の
会
、（
特
活
）
ア
ジ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
、
グ
ア
テ
マ
ラ
生
産
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
み
る
ぱ
、ア
ジ
ア
女
性
自
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

ぺ
ぱ
っ
ぷ
、（
財
）
P
H
D
協
会
。

　

地
球
号
の

子
ど
も
た
ち

第
5
回

ぺぱっぷの学習会でフィリピンのドライマンゴー生産者
の話を聞く洲本実業高校の生徒たち

報告会では、企画に協力した各NGO担当者らによ
るパネル討論会が開かれ、「国際協力は特別なこと
ではない。途上国のことを知りたいという気持ちさえ
あれば、できることは多いはず」とメッセージを送った

グアテマラの民芸品を地域のイベントで販売した
県立国際高校の生徒たち。フェアトレードを解説し
たチラシも配った

す

も
と

ふ
き
あ
い

み

き
ひ
が
し
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メキシコ メキシコ市

オアハカ州

アメリカ

オアハカ市

　

短
期
講
習
で
資
格
を
取
っ
た
だ

け
の「
プ
ロ
」を
含
め
、生
徒
た
ち
は

皆
、仕
上
げ
の
丁
寧
さ
や
デ
ザ
イ
ン

の
独
創
性
に
欠
け
て
い
た
。が
、次

第
に
自
分
の
欠
点
を
認
め
、学
習

意
欲
を
高
め
る
と
、ぐ
ん
ぐ
ん
上

達
。コ
ー
ス
終
了
時
に
開
い
た
フ
ァッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
、自
分
の
作
品
を

身
に
ま
と
い
、誇
ら
し
げ
に
ス
テ
ー
ジ

を
歩
い
た
。デ
ザ
イ
ン
が
好
評
で
仕

立
て
の
注
文
が
来
た
人
や
、作
品
自

体
が
売
れ
た
人
も
。

 

「
先
生
に
は
技
術
だ
け
で
な
く
、思

い
や
り
の
心
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

教
え
を
糧
に
自
己
実
現
し
て
い
き

た
い
」。希
望
を
つ
か
ん
だ
女
性
た
ち

は
貧
困
を
脱
し
、経
済
的
に
自
立
す

る
こ
と
を
目
指
す
。

 

「
み
ん
な
本
当
は
大
変
な
家
庭
事

情
を
抱
え
て
い
る
の
に
、忍
耐
強

く
、よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
」。

自
身
も
働
く
母
親
で
あ
る
木
村
さ

ん
は
、オ
ア
ハ
カ
の
女
性
た
ち
が
自

信
を
手
に
、よ
り
良
い
生
活
を
勝
ち

取
っ
て
い
く
こ
と
を
、心
か
ら
願
っ
て

い
る
。

　

美
し
い
刺
繍
製
品
と
並
び
、オ
ア

ハ
カ
で
有
名
な
民
芸
品
と
い
え
ば
、

陶
器
。素
朴
な
色
、形
の
皿
や
つ
ぼ

が
観
光
客
に
人
気
だ
。し
か
し
…
。

「
デ
ザ
イ
ン
は
バ
ラ
バ
ラ
で
、品

質
管
理
も
さ
れ
て
い
な
い
。食
器
と

し
て
売
る
に
は
、均
一
な
物
を
高
品

質
で
作
り
出
す
こ
と
が
大
切
な
の

で
す
が
」

　

そ
う
話
す
岡
田
剛
さ
ん
は
、磁
器

デ
ザ
イ
ン
を
教
え
る
シ
ニ
ア
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。2
つ
の
職
業
訓
練
校

で
、工
業
製
品
と
し
て
販
売
で
き
る

食
器
作
り
の
人
材
育
成
に
携
わ

る
。伝
統
技
術
に
新
し
い
製
造
技
術

を
導
入
し
て
地
場
産
業
に
育
て
上

げ
る
試
み
だ
。赴
任
後
、デ
ザ
イ
ン

だ
け
で
な
く
、釉
薬
の
使
い
方
や
焼

き
方
、果
て
は
窯
の
作
り
方
ま
で
指

導
す
る
こ
と
に
な
り
、「
料
理（
デ
ザ

イ
ン
）を
作
り
に
来
た
の
に
、鍋（
窯
）

を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
」と
笑
う
。

　

岡
田
さ
ん
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代

に一度
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
短
期
専
門
家
と

し
て
、ハ
ン
ガ
リ
ー
で
磁
器
の
品
質

管
理
を
指
導
し
た
経
験
が
あ
る
。

会
社
を
退
職
し
た
翌
年
の
07
年
に

こ
こ
へ
来
た
。普
段
は
オ
ア
ハ
カ
市
か

ら
バ
ス
で
５
時
間
の
小
さ
な
町
イ
ス

テ
ペッ
ク
に
暮
ら
し
、地
元
訓
練
校

の
生
徒
３
人
を
指
導
、月
に
１
度
オ

ア
ハ
カ
市
内
の
学
校
で
教
え
る
。

　

生
徒
た
ち
は
主
に
、伝
統
陶
芸

品
を
作
る
家
庭
の
若
者
だ
。設
備

の
不
十
分
な
環
境
で
、若
者
た
ち
に

慣
れ
な
い
ス
ペ
イ
ン
語
で
根
気
よ
く

指
導
す
る
岡
田
さ
ん
の
姿
は
、ま
さ

に「
マ
エ
ス
ト
ロ（
師
匠
）」。「
日
本
で

１
カ
月
の
仕
事
が
、こ
こ
で
は
半
年

か
か
る
。問
題
が
あ
っ
て
も
、す
ぐ
に

解
決
し
よ
う
と
思
わ
な
い
の
に
は
困

る
」と
嘆
き
な
が
ら
も
、「
彼
ら
は
作

る
技
術
は
持
っ
て
い
る
が
、作
っ
た
物

を
も
っ
と
売
っ
て
も
ら
い
た
い
ね
。売

れ
る
と
、ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
う

し
、も
の
づ
く
り
の
喜
び
と
同
時
に

売
れ
る
喜
び
も
ま
た
分
か
っ
て
く
る

か
ら
」と
期
待
を
述
べ
る
。

　

そ
の
思
い
を
感
じ
取
っ
て
か
、生

徒
の一部
は
、食
器
製
造・販
売
の
小

さ
な
会
社
の
設
立
を
計
画
中
だ
。

夢
を
か
な
え
る
た
め
に
も
、「
無
鉛

の
安
い
材
料
を
使
っ
て
、い
か
に
均
一

の
物
を
作
り
だ
す
か
が
課
題
」と
マ

エ
ス
ト
ロ
は
先
を
見
つ
め
る
。

「
オ
ア
ハ
カ
の
女
性
た
ち
は
代
々
、

自
分
の
村
独
自
の
刺
繍
を
、お
ば
あ

ち
ゃ
ん
か
ら
教
わ
る
ん
で
す
。だ
か

ら
、そ
の
刺
繍
を
生
か
し
た
も
の
づ

く
り
を
考
え
て
い
ま
す
」

　

刺
繍
で
飾
ら
れ
た
ド
レ
ス
を
前

に
、木
村
芙
美
世
さ
ん
が
言
う
。木

村
さ
ん
は
２
０
０
７
年
７
月
か
ら
シ

ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、州

都
オ
ア
ハ
カ
市
か
ら
車
で
30
分
の
職

業
訓
練
校
で
、女
性
た
ち
に
デ
ザ
イ

ン
と
型
紙
作
り
、縫
製
を
教
え
る
。

　

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
す
る
の
は
３
度
目
だ
。こ
れ

ま
で
の
派
遣
国（
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、ド

ミ
ニ
カ
共
和
国
）も
す
べ
て
ス
ペ
イ
ン

語
圏
。最
初
は
、ラ
テ
ン
の
大
ら
か

な
気
質
が「
私
に
似
て
い
る
」と
気

に
入
っ
た
が
、次
第
に
人
々
が「
時
間

を
守
ら
な
い
」こ
と
に
悩
ま
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。「
こ
の
学
校
で
も
、

最
初
は
校
舎
の
鍵
を
開
け
る
人
ま

で
が
遅
刻
ば
か
り
で
」と
苦
笑
す
る
。

　

木
村
さ
ん
は
40
年
以
上
、服
飾

デ
ザ
イ
ン
と
洋
裁
の
仕
事
を
し
て
き

た
ベ
テ
ラ
ン
だ
。職
業
訓
練
校
の
生

徒
は
、半
分
以
上
が
す
で
に
洋
裁
指

導
者
と
し
て
働
く
女
性
で
あ
る
た

め
、「
初
め
は
、プ
ロ
だ
と
思
っ
て
い

る
人
た
ち
の
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
ず

に
指
導
す
る
の
が
、大
変
で
し
た
」

と
話
す
。

女
性
に
服
飾
デ
ザ
イ
ン
を
指
導

も
っ
と
売
れ
る
陶
芸
品
を

メキシコ南部のオアハカ州は、山々に囲まれた盆地に先住民の伝統が息づく、魅力的な地域。だが、文化的豊かさの陰で、経
済的貧困が人々の生活を脅かす。この現実を少しでも改善しようと奮闘する2人のシニア海外ボランティアを紹介する。

P R O F I L E

木村芙美世 きむら・ふみよ

1941年静岡県出身。文化服装学
院卒。学校の講師や衣料品会社
のデザイナーなどを務めた後、ドレ
スメーキング教室を開く。シニア海
外ボランティアとして2001～02年
ホンジュラスでドレスメーキングを、
04～06年ドミニカ共和国で型紙
作りを指導。07年7月～08年10月
までメキシコで活動。

1949年山口県出身。同志社大学
工学部工業化学科卒。エネルギー
管理士、公害防止主任管理者、高
圧ガス作業主任者、大気関係公害
防止管理者の資格を持つ。2006
年まで日本陶器（株）に勤務。95年
にJICA短期専門家としてハンガリ
ーに赴任。07年7月～09年3月ま
でメキシコで活動。

岡田剛 おかだ・つよし

文
＝
工
藤
律
子
　
写
真
＝
篠
田
有
史

木村さんと岡田さんの生徒たちが製作したランチョンマットとスープ皿をプレゼント！ 詳細は34-35ページをご覧ください。

シ
ニ
ア
世
代
が
伝
え
る

　
も
の
づ
く
り
の
醍
醐
味

だ
い

ご

み

第
5
回

生徒たちと木村さん（中央）。若い初心者も、頑固な「洋裁のプロ」の中年女性も、今では皆、
思いやりを持って指導する「木村先生」のファンだ。

伝統的な刺繍を施した布を、ランチョンマッ
トに仕立てる生徒に、木村さんは褒め言葉
を掛け、彼女たちの頑張りを引き出している

自らの作品を身にまとい、あるいは子どもに
着せて、誇らしげにポーズする生徒たちに
囲まれ、木村さんも幸せそうだ

生徒が窯に入れる作品を確認する岡田さん。いいところは褒
め、直すべきことはきちんと指摘、のんびり気質の生徒たちに
ハッパを掛ける

岡
田
さ
ん
は
マ
グ
カ
ッ
プ
の
絵
付
け
を
す
る
生
徒
に
、バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、同

じ
位
置
に
同
じ
柄
を
描
い
て
い
く
こ
と
を
指
導
す
る
。同
じ
も
の
を
複
数

そ
ろ
え
る
食
器
の
基
本
だ

木村芙美世さん
Kimura Fumiyo

岡田剛さん
Okada Tsuyoshi

し
し
ゅ
う

ゆ
う
や
く

ふ

み

よ
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13
年
前
、そ
の
農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
開
発
途
上
国
に
伝
え
よ
う
と
、

滝
川
市
国
際
交
流
協
会（
現（
社
）

滝
川
国
際
交
流
協
会
）が
中
心
と

な
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
し
て
マ
ラ

ウ
イ
の
青
年
を
受
け
入
れ
始
め

た
。今
で
は
、ほ
か
の
ア
フ
リ
カ・ア

ジ
ア
の
国
か
ら
も
研
修
員
を
受
け

入
れ
て
い
る
。

　

研
修
初
日
は
、同
協
会
の
山
内

康
裕
事
務
局
長
を
は
じ
め
、滝
川

市
で
国
際
協
力
に
か
か
わ
る
精
鋭

た
ち
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

「
最
初
は『
国
際
協
力
っ
て
何
？
』

と
い
う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。で

も
口
コ
ミ
で
国
際
協
力
の
輪
が
広

ま
り
、次
第
に
協
力
し
て
く
れ
る

農
家
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ

て
く
れ
る
家
庭
が
増
え
て
い
き
ま

し
た
。今
で
は
、町
中
に
外
国
人
が

い
る
こ
と
が
普
通
の
光
景
に
な
っ

て
い
ま
す
」と
山
内
さ
ん
。リ
ン
ゴ

農
家
の
中
村
三
千
男
さ
ん
は
、受

け
入
れ
た
研
修
員
が
帰
国
後
に
ど

う
し
て
い
る
か
を
見
る
た
め
に
マ
ラ

ウ
イ
を
訪
問
し
た
。「
同
じ
リ
ン
ゴ

で
も
、マ
ラ
ウ
イ
と
日
本
で
は
品

種
が
違
う
。日
本
の
や
り
方
を
そ

の
ま
ま
教
え
る
の
で
は
な
く
、現

地
の
状
況
を
知
り
、そ
れ
に
応
じ

た
技
術
指
導
が
必
要
。国
際
協
力

は
日
本
の
農
業
の
あ
り
方
を
振
り

返
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。こ
れ

か
ら
も
地
方
の
一
農
家
と
し
て
貢

献
で
き
れ
ば
」と
語
る
。

　

08
年
12
月
、滝
川
市
に
は
、ア
フ

リ
カ
６
カ
国
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
青

年
研
修「
英
語
圏
ア
フ
リ
カ
中
小

企
業
振
興
コ
ー
ス
」の
研
修
員
が

訪
れ
て
い
た
。そ
の
日
は
、味
付
け

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
発
祥
の
老
舗「
松

尾
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」の
製
造
工
場
の

視
察
。一
行
の
視
察
に
同
行
し
た

参
加
者
た
ち
は
、歌
原
清
専
務
取

締
役
の
話
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

地
域
産
業
を
活
用
し
た
国
際
協

力
の
ヒ
ン
ト
を
学
ん
だ
。

国
際
協
力
を
リ
ー
ド
す
る

〝
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
〞に

　

研
修
２
日
目
の
午
後
は
、新
潟

県
の
長
岡
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」セ
ン
タ
ー
長
・
羽

賀
友
信
さ
ん
の
特
別
講
演
が
行
わ

れ
た
。「
地
域
で
国
際
協
力
を
発

展
さ
せ
る
た
め
に
は
、み
ん
な
を
引

っ
張
っ
て
い
く〝
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
〞が

必
要
」と
い
う
羽
賀
さ
ん
の
言
葉

に
、一
同
が
深
く
う
な
ず
く
。

　

そ
の
後
は
、北
海
道
と
東
北
の

２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
研
修
員
受
け
入
れ
を
想
定
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
ん

だ
。北
海
道
は「
エ
コ
」、東
北
は

「
環
境
と
農
業
」を
テ
ー
マ
に
、各

地
で
国
際
協
力
に
つ
な
が
り
そ
う

な
資
源
を
発
掘
し
て
い
く
。

 

あ
え
て
、廃
炭
抗
、廃
ス
キ
ー
場

の
見
学
を
取
り
入
れ
た
の
は
北
海

道
チ
ー
ム
。「
い
い
面
だ
け
で
な
く
、

失
敗
例
も
見
て
も
ら
い
、研
修
員

と
共
に
地
域
振
興
の
ア
イ
デ
ア
な

ど
を
考
え
た
い
」。一
方
、東
北
チ
ー

ム
は
、土
地
改
良
区
、農
協
、道
の

駅
の
視
察
な
ど
、地
域
の
特
色
を

ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
。

　
「
両
チ
ー
ム
と
も
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
性
が
よ
く
出
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
」と
、フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務

め
た（
財
）北
海
道
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
の
池
田
誠
事
務
局
長
。羽
賀

さ
ん
は「
い
ろ
ん
な
人
の
視
点
が

入
る
と
、地
域
の
良
さ
が
再
発
見

で
き
ま
す
ね
」と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

研
修
終
了
後
は
、「
国
際
協
力

と
い
う
枠
で
、異
業
種
の
人
の
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
」（
仙
台

市
八
木
山
動
物
公
園
・
小
野
寺

順
也
さ
ん
）、「
今
回
、さ
ま
ざ
ま

な
地
域
の
人
た
ち
と
知
り
合
う
こ

と
が
で
き
た
。こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
て
、何
か
新
し
い
こ
と
が

で
き
れ
ば
」（
N
P
O
法
人
赤
平

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
・
佐

藤
智
子
さ
ん
）な
ど
、頼
も
し
い
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。今
後
は
彼
ら
が

地
域
の〝
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
〞と
な
り
、

地
元
色
あ
ふ
れ
る
国
際
協
力
を
リ

ー
ド
し
て
い
く
に
違
い
な
い
。

「
滝
川
流
」国
際
協
力
の

秘
訣
を
探
る

　

札
幌
市
か
ら
北
へ
電
車
で
約
１

時
間
。２
０
０
８
年
12
月
中
旬
、

真
っ
白
な
雪
に
覆
わ
れ
た
滝
川
市

の
丸
加
高
原
伝
習
館
で
、〝
地
域

の
国
際
協
力
〞に
熱
意
を
燃
や
す

13
人
の
大
人
た
ち
が
議
論
を
交
わ

し
て
い
る
。彼
ら
は
、北
海
道
、東

北
地
方
の
自
治
体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど

で
働
く〝
地
域
の
国
際
協
力
〞の

担
い
手
た
ち
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
札
幌
主

催
の「
平
成
20
年
度
地
方
自
治
体

職
員
等
国
際
協
力
実
務
研
修
」に

参
加
す
る
た
め
、各
地
か
ら
や
っ
て

来
た
。

　

こ
の
研
修
は
、「
国
際
協
力
を

日
本
の
文
化
に
」を
モ
ッ
ト
ー
に
す

る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
、地
域
の
国
際
協

力
を
担
う
人
材
を
育
て
る
べ
く
、

全
国
各
地
で
実
施
し
て
き
た
も

の
。北
海
道
で
は
、平
成
19
年
度

ま
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
札
幌
を
会
場
と
し

て
い
た
が
、今
回
は
道
内
で
も
先

駆
的
に
国
際
協
力
に
取
り
組
む

滝
川
市
に
研
修
の
舞
台
が
移
さ
れ

た
。そ
の
目
的
は
、滝
川
市
の
事
例

を
学
び
な
が
ら
、地
域
の
国
際
協

力
に
携
わ
る
参
加
者
た
ち
が
共
に

考
え
、情
報
を
共
有
す
る
た
め
だ
。

　

同
市
は
道
内
有
数
の
稲
作
地

域
。タ
マ
ネ
ギ
、リ
ン
ゴ
、菜
種
、小

麦
、ソ
バ
、ト
マ
ト
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

な
ど
の
栽
培
も
盛
ん
だ
。今
か
ら

東北チームの研修モデルを発表する（財）宮城県
国際交流協会の伊藤友啓さん

3日間の研修には、参加者に加え、JICA 札幌、JICA
東北の職員、道内の国際協力推進員なども参加した

松尾ジンギスカンを訪問したアフリカの
研修員たち。工場で説明を受ける研修
員の様子を国際協力実務研修の参加者
らが視察する

滝川市の国際協力を支える「滝川オールスターズ」。「組織という枠の中で大変
なこともあると思いますが、それぞれの地域の特性を生かして頑張ってほし
い」と（社）滝川国際交流協会の前田康吉会長（中央）

滝
川
市

北
海
道

面積115.82平方キロ、人口約45,000人。農業が盛んで、リンゴ街道、
フルーツ街道、アスパラ街道、コスモス街道など、さまざまな街道があ
り、地域おこしにも注力。1990年に設立された滝川市国際交流協会
（現（社）滝川国際交流協会）を中心に、95年からJICAの研修事業に
協力し、マラウイをはじめ開発途上国の研修員を受け入れている。市
民がマラウイの研修員を訪ねるスタディーツアーなども実施している。

北海道滝川市

地域と世界のきずな 第5回 

日本国内でも“国際協力のまち”として名高い北海道滝川市。
その地を舞台に、地域の特性を生かした国際協力を学ぶ研修が行われ、
北海道、東北地方の地方自治体などの職員が参加した。

国際協力を始めよう
地域を元気にする

滝川市
札幌市

地元の産物をリストにして、研修プランを練る参加者たち

とも ひろ

ま
る

か
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ま
た
、
研
究
成
果
を
現
場
や
国
内
外
の

人
々
に
分
か
り
や
す
く
、
迅
速
に
発
信
し
、

情
報
を
共
有
し
て
い
く
た
め
の
メ
デ
ィ
ア

整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。４
月
に
は

研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
新
し
、
研
究

成
果
に
関
す
る
論
文
や
報
告
書
、
政
策
提

言
を
示
し
て
い
く
予
定
で
す
。さ
ら
に
、
研

究
発
表
の
場
と
し
て
、セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
も
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
う
し
て
い
る
間
に
も
、
世
界
の
情
勢

は
刻
々
と
変
化
し
て
い
ま
す
。研
究
所
が

目
指
し
て
い
る
の
は
、世
界
の
潮
流
を
見
据

え
た
開
発
課
題
の
研
究
。２
〜
３
年
で
成

果
を
出
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
政
府
開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）を
よ

り
多
く
の
人
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
研
究
者
と
実
務
者
が
連
携
し
な
が

ら
、
研
究
所
の
活
動
を
強
化
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

A

に聞きたい！

JICA
JICA研究所では
どんな研究をしているの？

　
　

従
来
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
調
査
研
究
事
業

で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事

業
に
直
結
す
る
知
識
・
ス
キ
ル
の
提
供
に

重
き
を
置
き
な
が
ら
、
事
業
に
直
接
役
立

つ
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
10
月
に
国
際
協
力
銀
行

の
海
外
経
済
協
力
部
門
と
統
合
し
た
こ

と
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
て
き
た

援
助
実
施
機
関
と
し
て
の
経
験
を
体
系

化
し
て
い
く
こ
と
や
、
研
究
機
能
を
強
化

し
て
政
策
研
究
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
い
う
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。そ
う
し
た

考
え
の
も
と
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、「
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
研
究
所
」で
す
。

　

現
在
、
研
究
所
に
は
開
発
援
助
に
か
か

わ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
・
地
域
を
専
門
と

す
る
約
20
人
の
研
究
員
が
所
属
し
て
い
ま

す
。重
点
研
究
領
域
は
、①
平
和
と
開
発
、

②
成
長
と
貧
困
削
減
、③
環
境
と
開
発
／

気
候
変
動
、④
援
助
戦
略
の
４
つ
。具
体

的
に
は
、「
A
S
E
A
N
統
合
と
人
間
の

安
全
保
障
の
主
流
化
」
や
「
気
候
変
動
が

ア
ジ
ア
の
大
都
市
に
与
え
る
影
響
」「
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
ア
プ
ロ
ー

チ
の
比
較
事
例
分
析
」な
ど
、約
30
の
テ
ー

マ
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

外
部
の
援
助
・
研
究
機
関
と
の
連
携
も

重
視
し
て
お
り
、
世
界
銀
行
、
英
国
開
発

研
究
所
な
ど
と
の
共
同
研
究
も
あ
り
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、「
リ
サ
ー
チ
オ
フ
ィ
サ
ー
」と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
領
域
で
研
究
を
行
っ

た
ら
い
い
か
を
研
究
員
と
考
え
て
い
く
と

と
も
に
、
研
究
の
運
営
管
理
の
支
援
、
企

画
、評
価
、分
析
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

畠中道子
「世界の潮流を見据えた、
開発課題の研究を進めています」

JICA研究所リサーチオフィサー
JICA研究所の研究者と職員

2008年11月の新JICA発足・
JICA研究所設立シンポジウム
で講演を行う恒川惠市所長

大学では総合政策学部に在
籍、マクロ経済と開発を学ぶ
中で、開発途上国問題への
関心を高める。1994年JICA
入職。カナダ国際開発庁（C
IDA）への出向経験を持つ。
2007年5月より現職。

PROF I L E

2008年10月にJICA附属の研究機関として設立された「JICA研究所」。
そこでは、実際にどんな研究が行われているのだろうか。

〒162-8433　東京都新宿区市谷本村町10-5
TEL：03-3269-2911（代表）
URL：http://www.jica.go.jp/jica-ri/
1階に、開発援助の専門書やJICA事業の報告書などを所蔵する
JICA図書館を併設している。
開館時間：10時～18時
休館日：土日祝日、年末年始、館内整理日（毎月末日。休館日に
当たる場合はその前日）
URL：http://libportal.jica.go.jp/library/

J I C A研究所
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03「ＪＩＣＡ国際協力中学生・高校生
エッセイコンテスト２００８」

入賞者発表
　
２
月
28
日
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力

中
学
生
・
高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
０
８
」の
表
彰
式
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

地
球
ひ
ろ
ば
で
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
毎
年
夏
休
み
の

時
期
に
、全
国
の
中
高
生
を
対
象
に

行
っ
て
い
る
。47
回
目
を
迎
え
る
今
回

の
テ
ー
マ
は「
地
球
と
生
き
る
〜
地
球

に
暮
ら
す
一
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
、

考
え
る
こ
と
〜
」。応
募
総
数
は
７
万

５
０
１
０
点（
中
学
生
の
部
５
万
１
４

９
３
点
、高
校
生
の
部
２
万
３
５
１
７

点
）。前
年
度
の
１
・
５
倍
と
な
っ
た
。

上
位
賞（
最
優
秀
賞
、優
秀
賞
、審
査

員
特
別
賞
）入
賞
者
に
は
、今
年
の
夏

休
み
に
、開
発
途
上
国
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
視
察
す
る
１
週

間
の
研
修
旅
行
が
贈
ら
れ
る
。詳
細
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.jica.go.jp/hirob

a/join/sanka/essay/

）を
参
照
。

最
優
秀
賞
の
入
賞
者

●
中
学
生
の
部

青
森
県
立
三
本
木
高
等
学
校
附
属
中

学
校
１
年
野
坂
創
一さ
ん
「
三
本
木

の
夢
」

玉
川
聖
学
院
中
等
部
１
年
藤
村
朱

音
さ
ん
「
ラ
ン
ド
セ
ル
を
通
し
て
考
え

た
国
際
協
力
」

富
士
市
立
田
子
浦
中
学
校
３
年
河

野
岳
さ
ん
「
一人
で
も
多
く
の
命
を
」

●
高
校
生
の
部

学
校
法
人
大
和
山
学
園
松
風
塾
高
等

学
校
２
年
石
井
陽
平
さ
ん
「
父
が

僕
に
く
れ
た
夢
」

学
校
法
人
尚
学
学
園
沖
縄
尚
学
高
等

学
校
２
年
饒
平
名
玲
美
さ
ん
「
真

の
国
際
交
流
と
平
和
」

岩
手
県
立
盛
岡
第
四
高
等
学
校
２
年

千
葉
美
華
子
さ
ん
「
生
き
る
幸
せ
」

02マレーシアで
「ミンダナオ平和構築・
復興開発セミナー」開催

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
を
舞

台
に
し
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
央
政
府
と

モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ

Ｆ
）
と
の
和
平
交
渉
が
膠
着
状
態
に

あ
る
中
、
１
月
13
〜
15
日
に
「
ミ
ン

ダ
ナ
オ
平
和
構
築
・
復
興
開
発
セ
ミ

ナ
ー
」
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ
ナ
ン
で
開
催

さ
れ
た
。こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

マ
レ
ー
シ
ア
科
学
大
学
平
和
ユニッ
ト
の

共
催
に
よ
る
も
の
。
今
回
で
３
回
目

を
迎
え
、フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
は
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

学
者
、
宗
教
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な

ど
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、

先
住
民
族
が一堂
に
会
し
た
。
さ
ら
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
は
、
国
際
監
視
団
の

初
代
団
長
や
大
学
関
係
者
、
日
本
か

ら
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係
者
を
含
む
７
人

が
出
席
し
た
。

　

初
日
は
、
参
加
者
全
員
で
ミ
ン
ダ

ナ
オ
の
現
状
を
分
析
。
平
和
の
実
現

の
た
め
に
開
発
が
成
し
得
る
可
能
性

を
探
り
、
問
題
解
決
を
探
る
議
論
が

行
わ
れ
た
。
２
日
目
は
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ

問
題
の
課
題
を
９
つ
設
定
し
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
議
論
。
国
際
社
会
の
貢
献
、

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
で
の
復
興
・
開

発
な
ど
が
模
索
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

各
グ
ル
ー
プ
の
議
論
の
成
果
の
も
と
、

①
和
平
交
渉
、②
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
、③

紛
争
当
事
者
と
関
係
者
の
レ
ベ
ル
で

今
後
の
対
策
が
提
言
さ
れ
、
停
戦
監

視
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
再
構
築
、
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
ー
開
発
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（
能

力
強
化
）
の
促
進
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の

評
議
会
設
置
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

01ＪＩＣＡと科学技術振興機構、連携協定を締結
　
１
月
21
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
科
学
技
術

振
興
機
構（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）は
、科
学
技
術
と

外
交
を
連
携
さ
せ
相
互
に
発
展
さ
せ

る「
科
学
技
術
外
交
」の一環
と
し
て
、

連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
れ
は
、

外
務
省
、文
部
科
学
省
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

Ｊ
Ｓ
Ｔ
が
連
携
し
て
実
施
す
る
「
地
球

規
模
課
題
対
応
国
際
科
学
技
術
協

力
」に
伴
っ
て
実
現
し
た
も
の
。

　
こ
の
事
業
は
、
環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
、

防
災
、
感
染
症
な
ど
地
球
規
模
課
題

の
解
決
に
向
け
、
日
本
の
科
学
技
術

力
を
活
用
し
、
開
発
途
上
国
の
大
学
・

研
究
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
共
同
研

究
を
推
進
す
る
こ
と
が
目
的
だ
。
途

上
国
の
人
材
育
成
と
研
究
能
力
の
向

上
を
図
り
な
が
ら
、
地
球
規
模
課
題

の
解
決
に
資
す
る
新
た
な
知
見
の
獲

得
、
技
術
水
準
の
向
上
、
そ
の
成
果

の
社
会
へ
の
還
元
を
目
指
す
。

JICA UPDATE

協定締結を交わすJSTの北澤宏一理事長（右）と
緒方貞子理事長

セミナーで発言するＪＩＣＡの石川幸子・国際
協力専門員（左）と落合直之・東南アジア第
一・大洋州部企画役（中央）

さ
ん
ぼ
ん
ぎ

の
が
く

よ

へ

な

あ
か

ね

こ
う

こ
う
ち
ゃ
く
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国
際
協
力
専
門
員
は
、
J
I
C
A
が
世
界
各
地
で

展
開
す
る
技
術
協
力
を
専
門
的
な
立
場
か
ら
遂
行

す
る
専
門
家
集
団
。
現
在
、
約
90
人
が
J
I
C
A

に
在
籍
し
、
海
外
と
日
本
を
行
き
来
し
な
が
ら
事

業
の
企
画
・
実
施
や
そ
れ
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
農
村
開
発
や
地

方
電
化
、
感
染
症
対
策
な
ど
12
人
の
専
門
員
が
、
経

験
談
を
も
と
に
各
分
野
の
課
題
や
支
援
の
あ
り
方

を
ま
と
め
た
も
の
。
彼
ら
の
素
顔
や
国
際
協
力
に

か
け
る
熱
い
思
い
も
垣
間
見
え
て
く
る
。
国
際
協

力
の
仕
事
を
目
指
す
人
に
オ
ス
ス
メ
の
一
冊
。

『
国
際
協
力
専
門
員

技
術
と
人
々
を
結
ぶ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
た
ち
の
軌
跡
』

林
俊
行 

編
／
新
評
論
／
２
９
４
０
円（
税
込
）

映画「バオバブの記憶」より

JICA地球ひろば セミナー

2004年に発生し、20万人以上の犠牲
者を出したスマトラ沖大地震・インド洋津
波災害。セミナーでは、被災地インドネシ
アのアチェの人々の生活再建を支援して
きたJICAの取り組みを事例に、人間の安
全保障の実現に向けたアイデアなどを意
見交換する。シリーズ「人間の安全保障
の実践を考えるセミナー」の第6回。
日時：3月27日（金）18時半～20時
会場：JICA地球ひろば（東京都渋谷区）
問：JICA地球ひろば
TEL：0120-767278
URL：http://www.jica.go.jp/hiroba/

「インド洋大津波によって被災したアチェ
の復興支援の事例から共に考えよう！」

野町和嘉写真展「聖地巡礼」
土門拳賞などを受賞した野町和嘉氏は、
約35年、過酷な自然と調和しながら受け
継がれてきた伝統文化をテーマに「大地
と祈り」を撮り続けてきた写真家。世界で
初めて、イスラム教徒の聖地「メッカ」も取
材している。本展では、最新作のガンジス
とアンデスを中心に、代表作のアフリカ、
エチオピア黙示録、メッカなど約150点を
展示。
会期：3月28日（土）～ 5月17日（日）（月曜休館）
会場：東京都写真美術館（東京都目黒区）
料金：一般800円、学生700円、中高生・65歳以
上600円
問：東京都写真美術館
TEL：03-3280-0099
URL：http://www.syabi.com/details/nomachi.html

詳細は34
ページへ

この本を
プレゼント！

2009年／日本／102分
監督：本橋成一
撮影：一之瀬正史
音楽：トベタ・バジュン
語り：橋爪功
公開：3月14日から東京・シアター・イメージフォ
ーラム、ポレポレ東中野にて

アフリカに生える奇妙な姿をしたバオバ
ブは、サンテグジュペリの『星の王子さ
ま』では星を壊してしまうと描かれてい
る。しかし、サバンナに暮らす人たちには、
実も葉も樹皮も生活に役立つありがた
い木だ。樹齢を重ねた大木は精霊が宿
る聖なる木としてあがめられている。セネ
ガルの首都ダカールから車で2時間のト
ゥーバ・トゥール村は開発をまだ知らず、
バオバブと人が共生している。本作はバ
オバブと村の少年を中心に、サバンナの
人々の暮らしを1年を通して温かい目で
丁寧に記録した風物詩。（文＝高倍宣義）

バオバブとともに生きる
サバンナの村の風物詩
「バオバブの記憶」

詳細は34
ページへ

この本を
プレゼント！

『
逆
さ
ま
の
地
球
儀 
複
眼
思
考
の
旅
』

「
へ
そ
曲
が
り
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
逆

や
斜
め
の
視
点
こ
そ
が
ホ
ン
モ
ノ
の
国
際
人
に
は

必
要
だ
と
思
う
」。著
者
は
元
日
本
経
済
新
聞
の
記

者
。ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
特
派
員
時
代
に
、
逆

さ
ま
の
地
球
儀
で
世
界
を
眺
め
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
先
進
国
と
開
発
途
上
国
の
経
済
格
差
を
意
味

す
る
南
北
問
題
と
は
ま
っ
た
く
別
の
「
南
北
問
題
」

に
気
付
い
た
と
い
う
。こ
の
本
に
は
、
逆
さ
ま
の
世

界
を
知
っ
た
と
き
の
驚
き
や
、
南
か
ら
見
た
新
鮮
な

世
界
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
つ
づ
ら
れ
て
い
る

ほ
か
、
随
所
に
真
の
国
際
人
に
な
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。学
校
で
は
教
え
て
く
れ

な
い
「
裏
読
み
の
国
際
関
係
論
」
が
学
べ
る
本
書
を

手
に
、複
眼
思
考
の
旅
に
出
掛
け
て
み
て
は
。

和
田
昌
親 

著
／
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
／
１
９
９
５
円（
税
込
）

新
着
情
報
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動力ポンプが故障したので近くの井戸に大勢の人が押し寄せた

７頭の牛を一人で引き連れて水を飲ませに来た少年

トゥンの水場でチューブに水を入れる少女。
満タンにするのに2～3時間かかる

ボッキマサレ村の水場は1984年の大干ばつを期に政府がつくった。7つの村（約4,000人）が共同で利用するという

　

乾
燥
地
に
住
む
遊
牧
民
の
取
材

に
向
か
う
途
中
で
の
出
来
事
だ
っ

た
。
私
の
車
が
道
路
工
事
の
現
場

に
近
づ
い
た
と
き
、
案
内
役
の
遊
牧

民
パ
テ
ィ
・
ソ
ウ
さ
ん
（
65
）が
叫

ん
だ
。

　
「
俺
が
今一番
欲
し
い
も
の
が
あ
の

車
だ
」

　

彼
の
指
差
す
方
向
を
見
る
と
、工

事
の
ほ
こ
り
を
抑
え
る
た
め
に
給
水

車
が
水
を
ま
い
て
い
る
。家
畜
の
た

め
に
毎
日
多
大
な
時
間
と
労
力
を

水
く
み
に
費
や
し
て
い
る
パ
テ
ィ
さ

ん
が
思
わ
ず
発
し
た
本
音
で
あ
る
。

　
３
月
の
セ
ネ
ガ
ル
は
厳
し
い
乾
期

の
盛
り
、
目
の
前
に
は
渇
い
た
大
地

が
果
て
し
な
く
広
が
る
。
パ
テ
ィ
さ

ん
の
放
牧
地
は
セ
ネ
ガ
ル
の
中
央
部

リ
ン
ゲ
ー
ル
地
方
に
あ
り
、
サ
ヘ
ル

地
帯
に
属
し
て
い
る
。
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）

※

の
資
料
に
よ
る
と
、こ
の
地
域
は

過
去
１
０
０
年
の
間
に
降
水
量
が
40

〜
50
％
も
減
少
し
、１
９
７
０
年
代

と
80
年
代
に
は
深
刻
な
干
ば
つ
に
襲

わ
れ
て
い
る
。

　

夕
方
、
パ
テ
ィ
さ
ん
の
家
族
の
住

む
放
牧
地
に
着
い
た
。
真
っ
先
に
目

に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
が
、
荷
車
の

上
の
大
き
な
四
角
い
ポ
リ
タ
ン
ク

だ
っ
た
。
物
々
し
く
鉄
の
格
子
で
保

護
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
隣
に
タ
イ
ヤ

の
チ
ュ
ー
ブ
、
そ
し
て
円
筒
状
の
ポ

リ
タ
ン
ク
が
並
ぶ
。
牧
歌
的
な
情
景

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
で
少
し
面

食
らっ
た
が
、
ど
れ
も
貯
水
容
器
と

し
て
今
で
は
遊
牧
民
の
必
需
品
だ

と
い
う
。
３
つ
を
す
べ
て
満
タ
ン
に

サ
ヘ
ル
に
生
き
る

遊
牧
の
民

﹇
セ
ネ
ガ
ル
﹈

飯
塚 

明
夫

文・写
真=

※各国の研究者・専門家が集まり、人為的な気候変動の影響などについて、
科学的、技術的、社会経済学的な見地から包括的な評価を行う政府間の機構。

水場からタイヤのチューブに水を入れて運ぶ遊牧
民の女性たち。チューブの容積は約500リットル



動力ポンプが故障したので近くの井戸に大勢の人が押し寄せた

７頭の牛を一人で引き連れて水を飲ませに来た少年

トゥンの水場でチューブに水を入れる少女。
満タンにするのに2～3時間かかる

ボッキマサレ村の水場は1984年の大干ばつを期に政府がつくった。7つの村（約4,000人）が共同で利用するという

す
る
と
約
１
８
０
０
リ
ッ
ト
ル
、
し

か
し
２
日
で
空
に
な
る
と
パ
テ
ィ
さ

ん
は
嘆
い
た
。

　

彼
の
家
族
は
、奥
さ
ん
が
２
人
、

子
ど
も
７
人
、
長
男
の
嫁
と
孫
1

人
の
計
12
人
家
族
で
あ
る
。一日
は

日
の
出
と
と
も
に
始
ま
る
。
簡
単

な
朝
食
の
後
、約
２
０
０
頭
い
る
ヤ

ギ
や
羊
を
4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

順
番
に
水
を
飲
ま
せ
て
か
ら
放
牧

に
出
す
。
家
畜
の
体
調
な
ど
も
考

慮
し
て
グ
ル
ー
プ
分
け
を
行
う
の
は

大
変
な
作
業
だ
が
、
子
ど
も
た
ち

の
活
躍
が
頼
も
し
い
。

　
「
俺
た
ち
が
牛
や
羊
を
た
く
さ
ん

飼
う
の
は
お
金
の
た
め
だ
け
じ
ゃ
な

い
。
家
畜
は
遊
牧
民
の
誇
り
だ
。

牧
畜
は
俺
た
ち
の
人
生
そ
の
も
の

だ
」
と
パ
テ
ィ
さ
ん
は
胸
を
は
る
。

　

家
畜
を
放
牧
に
出
し
て
し
ま
う

と
、次
は
水
く
み
だ
。パ
テ
ィ
さ
ん
の

利
用
す
る
水
場
は
約
５
キ
ロ
離
れ
た

バ
ル
ケ
ー
ジ
と
い
う
村
に
あ
り
、こ
の

付
近
で
は一番
大
き
い
と
い
う
。

　

池
な
ど
の
自
然
の
水
場
は
ほ
と
ん

ど
な
い
の
で
、
多
く
の
水
場
は
動
力

ポ
ン
プ
で
水
を
く
み
上
げ
て
い
る
。

ポ
ン
プ
の
周
り
は
水
を
求
め
る
遊
牧

民
と
家
畜
で
混
雑
し
、木
陰
も
順

番
を
待
つ
家
畜
で
いっ
ぱ
い
だ
。
必

要
な
水
の
量
を
確
保
す
る
の
に
半

日
か
か
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

動
力
ポ
ン
プ
が
壊
れ
る
と
深
い
井

戸
か
ら
人
力
で
水
を
く
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ト
ゥ
ー
バ
・
リ
ン
ゲ
ー

ル
村
の
村
長
モ
ゥ
ド
・
ワ
ッ
ド
さ
ん

（
64
）は
、「
村
の
ポ
ン
プ
は
半
年
前
に

壊
れ
、
町
に
修
理
に
出
し
た
が
い
ま

だ
に
何
の
連
絡
も
な
い
。
そ
の
間
60

〜
70
頭
の
家
畜
が
水
不
足
の
た
め
に

死
ん
だ
」と
ま
ゆ
を
ひ
そ
め
る
。「
給

水
車
が
欲
し
い
」
と
い
う
パ
テ
ィ
さ

ん
の
叫
び
が
生
々
し
く
脳
裏
に
よ
み

が
え
っ
た
。

羊の乳を搾る２番目の奥さん、ファティさん病気の家畜に抗生物質の注射を打つ

貯水タンク。容積は約1,000リットル

パティさんと奥さんのアミナタさんと子どもたち

早朝、放牧に出る前に家畜をグループ分けするパティさん一家

朝食用に昨夜の残り物を温める

水場からタイヤのチューブに水を入れて運ぶ遊牧
民の女性たち。チューブの容積は約500リットル



動力ポンプが故障したので近くの井戸に大勢の人が押し寄せた

７頭の牛を一人で引き連れて水を飲ませに来た少年

トゥンの水場でチューブに水を入れる少女。
満タンにするのに2～3時間かかる

ボッキマサレ村の水場は1984年の大干ばつを期に政府がつくった。7つの村（約4,000人）が共同で利用するという

トゥン村にある水場は水の争奪戦が続く。ポンプ
は村人が資金を出し合って2005年に設置した

水場からタイヤのチューブに水を入れて運ぶ遊牧
民の女性たち。チューブの容積は約500リットル



首都：ダカール
面積：19万7,161km2（日本の約半分）
人口：1,220万人（2007年）
公用語：フランス語
宗教：イスラム教95％、キリスト教5％
1人当たり国民総所得（GNI）：750ドル（06年）
経路：日本からの直行便はなく、ヨーロッパ経由が一般的。
通貨：CFAフラン（XOF）
１XOF=約0.19円（09年1月現在）
気候：熱帯乾燥気候に属し、乾期（11～5月）と雨期（6～
10月）に分かれる。雨期は30度前後となり、特に内陸部で
は40度を超す厳しい暑さの日も少なくない。

大
鍋
で
作
る
家
庭
の
味

「
チ
ェ
ブ・ジェン
」

セ
ネ
ガ
ル
料
理

　
ア
フ
リ
カ
の
中
で
も
特
に
洗
練
さ
れ
て
い
る

と
評
判
の
セ
ネ
ガ
ル
料
理
。旅
し
た
日
本
人
は

「
コ
メ
、野
菜
、魚
を
た
く
さ
ん
使
い
、味
も
優

し
い
の
で
食
べ
や
す
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。周

辺
国
で
は
セ
ネ
ガ
ル
料
理
を
出
す
店
が
に
ぎ

わ
い
、さ
ら
に
は
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
や
パ
リ
に
も
、人

気
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
多
い
と
聞
く
。

　

そ
ん
な
世
界
各
地
で
親
し
ま
れ
て
い
る
セ

ネ
ガ
ル
料
理
の
代
表
が「
チェブ
・
ジェン
」だ
。

白
身
魚
と
タ
マ
ネ
ギ
、
オ
ク
ラ
、
大
根
な
ど
の

野
菜
を
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
で
煮
込
み
、
コ
メ
を
入

れ
て
炊
い
た
も
の
で
、
魚
の
だ
し
と
野
菜
の
う

ま
味
が
染
み
込
ん
だ
ご
飯
の
お
い
し
さ
は
格

別
。セ
ネ
ガ
ル
の
家
庭
で
は
こ
れ
を
大
鍋
で
作

り
、
皆
で
囲
ん
で
食
べ
る
そ
う
だ
。ほ
か
に
も
、

特
産
品
の
ピ
ー
ナ
ツ
を
使
っ
た
シ
チ
ュ
ー
を
ご

飯
に
か
け
た「
マ
フェ
」、魚
や
鶏
肉
を
タ
マ
ネ
ギ

と
レ
モ
ン
の
ソ
ー
ス
で
煮
込
ん
だ
「
ヤ
ッ
サ
」
な

ど
が
代
表
的
料
理
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

東
京
・
浜
松
町
駅
そ
ば
に
あ
る
西
ア
フ
リ

カ
料
理
店「
カ
ラ
バッ
シ
ュ
」で
は
、
こ
れ
ら
の
セ

ネ
ガ
ル
料
理
を
存
分
に
楽
し
め
る
。チ
ェ
ブ
・

ジ
ェン
に
サ
ラ
ダ
と
コ
ー
ヒ
ー
が
つ
い
た
１
０
０

０
円
の
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
も
人
気
だ
。オ
ー
ナ
ー

は
、ア
フ
リ
カ
専
門
の
旅
行
会
社「
道
祖
神
」の

代
表
、熊
澤
房
弘
さ
ん
。「
ア
フ
リ
カ
文
化
の
発

信
基
地
に
」
と
２
０
０
５
年
に
開
店
し
た
。ア

フ
リ
カ
音
楽
の
ラ
イ
ブ
の
ほ
か
、ト
ー
ク
シ
ョ
ー

や
映
画
を
通
じ
て
ア
フ
リ
カ
の
こ
と
を
楽
し

く
学
べ
る
イ
ベン
ト
も
開
催
し
て
い
る
。

ゴレ島

リンゲール
ダカール

ジュッジ国立鳥類保護区

タンバクンダ州

ケドゥグ州

in セネガル

　農業、漁業を主要産業とするセネガ
ルでは、都市と地方の格差が拡大し、
国民の半数が1日1ドル未満で生活す
るなど、依然として根深い貧困問題が
横たわる。JICAは、①保健・医療や教
育などの地方村落の貧困層支援、②
インフラ整備、農業・漁業などの産業
振興、産業人材育成を通じた持続的
な経済成長のための基盤づくりを重
点分野に、さまざまな事業を展開して
いる。
　基礎保健サービスの不足により、高
い妊産婦・乳幼児死亡率など多くの
課題を抱える保健・医療分野では、最
も貧困の深刻なタンバクンダ州とケド
ゥグ州で、保健システムを総合的に強
化する支援プログラムを2007年に開
始。保健アドバイザーや青年海外協力

　農業、漁業を主要産業とするセネガ
ルでは、都市と地方の格差が拡大し、
国民の半数が1日1ドル未満で生活す
るなど、依然として根深い貧困問題が
横たわる。JICAは、①保健・医療や教
育などの地方村落の貧困層支援、②
インフラ整備、農業・漁業などの産業
振興、産業人材育成を通じた持続的
な経済成長のための基盤づくりを重
点分野に、さまざまな事業を展開して
いる。
　基礎保健サービスの不足により、高
い妊産婦・乳幼児死亡率など多くの
課題を抱える保健・医療分野では、最
も貧困の深刻なタンバクンダ州とケド
ゥグ州で、保健システムを総合的に強
化する支援プログラムを2007年に開
始。保健アドバイザーや青年海外協力

隊医師・看護師隊員を派遣し、農村の
保健・医療サービスの拡充を支援して
いる。今後、無償資金協力による医療
施設の整備や、母子保健サービス強
化のための技術協力も実施される。
　また同地域では、持続的経済成長
のためのインフラ整備として、マリとの
国境をつなぐ国際道路の建設が06年
より円借款で進められており、地域経
済の活性化が期待されている。
　一方、セネガルは有数のコメ消費国
だが、その大半は安くて良質の輸入米
に占められ、国産米の消費は総需要量
の2割にすぎない。そこでJICAは08年
より国産米品質向上アドバイザーを派
遣し、国産米振興プログラムの策定を
支援している。今後は、JICAが提案し
た、サハラ以南アフリカのコメ生産量

隊医師・看護師隊員を派遣し、農村の
保健・医療サービスの拡充を支援して
いる。今後、無償資金協力による医療
施設の整備や、母子保健サービス強
化のための技術協力も実施される。
　また同地域では、持続的経済成長
のためのインフラ整備として、マリとの
国境をつなぐ国際道路の建設が06年
より円借款で進められており、地域経
済の活性化が期待されている。
　一方、セネガルは有数のコメ消費国
だが、その大半は安くて良質の輸入米
に占められ、国産米の消費は総需要量
の2割にすぎない。そこでJICAは08年
より国産米品質向上アドバイザーを派
遣し、国産米振興プログラムの策定を
支援している。今後は、JICAが提案し
た、サハラ以南アフリカのコメ生産量

倍増への取り組み※のもと、国産米が
生産されるセネガル川流域を対象に、
生産・流通・販売を含む包括的な支援
プログラムを本格化し、コメ自給率の
向上を図る。
※サハラ以南アフリカ諸国のコメの生産量を10年
間で倍増させることを目標とする「アフリカ稲作振
興のための共同体（CARD）」。2008年5月の第4
回アフリカ開発会議で設立が発表された。

倍増への取り組み※のもと、国産米が
生産されるセネガル川流域を対象に、
生産・流通・販売を含む包括的な支援
プログラムを本格化し、コメ自給率の
向上を図る。
※サハラ以南アフリカ諸国のコメの生産量を10年
間で倍増させることを目標とする「アフリカ稲作振
興のための共同体（CARD）」。2008年5月の第4
回アフリカ開発会議で設立が発表された。

貧困を削減し、
末永く続く成長を
さまざまな貧困問題を抱えながらも、
安定した政治や社会のもとに、
地道に発展への努力を続けているセネガル。
JICAは貧困の削減と経済成長への
支援を通じ、その歩みを後押ししている。

JICAの活動

Senegal
セネガル

Illustration/sugawara maiko 

タンバクンダ州の地域医療施設
で活動する青年海外協力隊員

日本の支援で設立された職業訓
練センターで、加工機械の操作を
学ぶ訓練生（撮影：今村健志朗）

セネガル川流域の水田。今後、国産米の品質と生
産性の向上を支援する

〒105-0013 東京都港区浜松町2-10-1 浜松町ビルB1
TEL：03-3433-0884
URL：http://www.calabash.co.jp/
ランチ：11時半～14時（月～金曜日）
ディナー：18時～23時（月～土曜日）（日曜・祝祭日定休）

カラバッシュ
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本誌をご希望の場合は
送料ご負担（200円）にて
お送りいたします。

申込方法：氏名・住所・電話番号・ご
希望の号数もしくは送付期間を明記
の上、下記にお申し込みください。

【お詫びと訂正】
本誌2008年2月号36ページ「MY ATION」に「ワクチンがなくて命を落とす
子どもが年間約4,000人」とありますが、「1日約4,000人」の誤りでした。お
詫びして訂正いたします。

■
私
は
将
来
、途
上
国
支
援
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
お

り
、J
I
C
A
の
月
刊
誌
は
現
場
で
の
実
際
に
開
発
援
助

を
行
って
い
る
人
々
の
生
き
生
き
と
し
た
声
を
聞
け
る
の
で
、

非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
す
。ま
た
、「
地
球
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」で

紹
介
さ
れ
る
料
理
屋
さ
ん
な
ど
、異
文
化
に
親
し
む
記
事
は

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
群
馬
県
・
20
歳
・
女

性
・
専
門
学
校
生
）

■
初
め
て
じ
っ
く
り
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。日
々
の

生
活
に
追
わ
れ
、戦
争
、飢
餓
、貧
困
な
ど
に
あ
え
ぐ
同
じ

地
域
の
ど
こ
か
の
人
々
を
思
い
や
る
機
会
は
大
切
な
こ
と
だ

と
分
か
って
い
て
も
、な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。対
岸
の
火
事

と
し
て
で
な
く
、困
難
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
そ
の
豊
か

さ
、平
和
は
望
め
ま
せ
ん
。何
が
で
き
る
の
か
を
探
す
た
め
、

ま
ず
は「
知
る
」こ
と
か
ら
。そ
の
た
め
に
と
て
も
有
効
な
資

料
で
す
。（
愛
知
県
・
54
歳
・
女
性
・
図
書
館
職
員
）

■
「
ゲ
ン
バ
の
風
」を
いつ
も
興
味
深
く
拝
読
し
て
い
ま
す
。一

人
の
熱
意
あ
る
行
動
が
や
が
て
大
き
な
力
と
な
っ
て
、各
国

の
問
題
を
解
決
し
て
新
た
な
活
動
に
つ
な
げ
て
い
る
。こ
の

連
載
を
読
む
に
つ
れ
、暗
い
ニュ
ー
ス
が
多
い
昨
今
、明
る
い
心

に
な
り
ま
す
。（
愛
知
県
・
60
歳
・
女
性
・
主
婦
）

■
発
展
途
上
国
に
お
い
て
は
、経
済
優
先
の
た
め
、文
化
財

の
保
存
に
ま
で
手
が
回
り
ま
せ
ん
。文
化
財
は
失
わ
れ
て
か

ら
、ま
た
海
外
か
ら
の
指
摘
で
そ
の
重
要
さ
に
気
付
く
も
の

で
す
。12
月
号
の
特
集
は
、啓
発
の
意
味
で
大
変
優
れ
た
も

の
で
あ
り
、今
後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
兵
庫
県
・
49
歳
・
男
性
・
公
務
員
）

添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対する
ご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・電話
番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記の上、お
送りください。ご記入いただいた個人情報は統計処理および
プレゼント発送以外の目的で使用いたしません。当選者の
発表は発送をもってかえさせていただきます。

本誌へのご意見・ご感想や
JICAへのご質問を
お寄せください。

プレゼント
付き

（2009年4月１日発行予定）次号予告

子どもたちに「学校」を
すべての子どもが質の高い教育を受けられるようにするための取り組みを紹介。

〒151-8558　東京都渋谷区代々木2-1-1　新宿マインズタワー内　TEL：03-5352-5433  FAX：03-5352-5032
Email：jicagap-opinion@jica.go.jp　URL：http://www.jica.go.jp/　本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載を禁じます。

編集・発行／独立行政法人 国際協力機構  Japan International Cooperation Agency：JICA
MARCH 2009 No.06

申込先：（株）国際開発ジャーナル社　業務部（発送代行）
住所：〒107-0052  東京都港区赤坂2-13-19　多聞堂ビル
TEL：03-3584-2191　FAX：03-3582-5745
Ｅmail：order@idj.co.jp
支払方法：「ゆうメ－ル」の着払いとなりますので、本誌と引き替えに
送料200円をお支払いください。

Email：jica@idj.co.jp
FAX：03-3582-5745（『JICA’s World』編集部宛）

◎応募締切：2009年4月15日

①ランチョンマット（2枚1組、写真と柄が異なるものが当選する
　可能性もありますのでご了承ください）
②スープ皿（2個1組）
③書籍『逆さまの地球儀 複眼思考の旅』（26ページ参照）
④書籍『国際協力専門員 技術と人々を結ぶファシリテータ
　たちの軌跡』（26ページ参照）
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（左）職業訓練校の生徒が作ったラ
ンチョンマットとスープ皿
（上）型を使わずに手で形を作る陶
器用の土をこねる生徒。使用する
土や水の量は、焼く温度や形作り
の方法によって異なる
（下）村ごとに異なる伝統的な刺繍
を施す女性

刺繍と陶芸、伝統を生かした商品で貧困から脱出！

Vol.06  メキシコ語り

　オアハカは「新興国」メキシコにあって、
貧困問題が深刻な地域だ。が、一方で、
文化的には伝統技術が息づく豊かな土
地。人口に占める先住民の割合が多く、
例えば女性たちは代々、村に伝わる伝統
刺繍を教わり、それを用いた美しい布製
品を作る。
　そんな彼女たちが今、州の職業訓練校
で、JICAのシニア海外ボランティアから服
のデザイン方法や新しい縫製技術を学ん
でいる。伝統刺繍を生かした、モダンで質
の高い商品を作って売ることで、貧しい家
庭の生活向上を図ろうとしているのだ。
　訓練後は、丁寧な技術と独創的なデザ
インが人気を呼び、仕立て注文が来るよう
になった。「仕立屋を開く夢を持つようにな

りました」「オリジナルの服を売る店を開け
たらいいなと思っています」と語る女性も。
　伝統にあぐらをかいていては、貧困問
題を解決する地場産業の成長には結び
つかない。流れを変えようと、伝統陶芸家
の息子であるフアンさんは、「民芸品では
なく、工業製品として売れる食器を作りた
い」と張り切る。陶芸家仲間とともに、日本
人ボランティアを師に、新しい食器のデザ
インや釉薬の使い方、焼き方などを学んで
いる。将来は仲間と、独自のブランドで食
器を生産・販売する会社を設立しようと考
える。
　伝統に新しい発想と技術を吹き込むこ
とが、貧困脱出への道を切り開く。　

（20ページに関連記事）

文＝工藤律子　写真＝篠田有史

し しゅう

自分が作ったランチョンマットを見せる生徒たち

★ランチョンマット（2枚1組）を3人の方に、スープ皿（2個）
をお1人にプレゼント！ 詳細は34ページへ→ゆうやく

メキシコ メキシコ市

オアハカ州

アメリカ

CMYK Process



MY
ACTION
VOL.06 ベ

ナ
ン
の
発
展
に
命
を
懸
け
る

2
0
0
9

M
A
R
C
H
N
o
.0
6

［
ジ
ャ
イ
カ
ズ
 ワ
ー
ルド
］ 平
成
21年

3月
1日
発
行（
毎
月
1回
1日
発
行
）　
編
集・発

行
／
独
立
行
政
法
人
 国
際
協
力
機
構

〒
151-8558 東

京
都
渋
谷
区
代
々
木
2-1-1新

宿
マ
イ
ン
ズ
タ
ワ
ー
内
　
TEL 03-5352-5433　

FAX 03-5352-5032　
http://w

w
w
.jica.go.jp/

PROFILE
1964年ベナン出身。94年に来日。99年上智大学大
学院博士後期課程入学。バラエティー番組「ここがヘ
ンだよ日本人」などに出演。ビートたけしの付き人でもあ
る。2000年、ベナンに「たけし小学校」を建設以降、教
育や医療、環境分野などで協力活動を推進。04年より
ベナンの大統領特別顧問。05年にNPO法人IFEを
設立。著書に『ゾマホンのほん』（河出書房新社）など。

ゾマホン・ルフィン
ZOMAHOUN-DOSSOU-CYR-RUFIN

　中学生のころに日本という国を知っ
て以来、ずっと不思議でした。なぜ
資源に恵まれていない日本が世界一
の先進国に発展できたのか。
　でも来日してその理由が分かりまし
た。日本が発展したのは、教育を大
切にしてきたからです。江戸時代に
は子どもたちが寺子屋で学び、みん
な平等に教育を受けることができまし
た。だから1920年代には初等教育
の就学率が100％に達し、先進国に
なっていったのだと思います。
　ところが、ベナンの就学率は今でも
78％。校舎や教員が足りず学費も有
料なので、子どもたちは家の農作業
などを手伝い、学校に通うことができ
ません。また、教育内容もフランスの
語学・文化・歴史などが大半を占め、
郷土とつながっていません。
　そんなベナンを命懸けで発展させ
たいと思い、今日まで必死に仕事を

してきました。私の半生をつづった『ゾ
マホンのほん』がベストセラーになっ
たときは、その印税で「たけし小学校」
を、その後も自分の生活費を切り詰め
て、「江戸小学校」と「明治小学校」
を建設しました。ベナンの子どもたちに
日本に興味を持ってもらいたくて日本
語で名付けたこの3 校には、現在
1,600人が通っています。
　また、日本との文化交流を図るため、
大学生や社会人が対象の「たけし日
本語学校」も設立しました。ベナン人
が日本に来ることは経済的に難しい。
だからベナンにいながら日本に親しみ
が持てるよう学校をつくり、日本語のほ
か、農業研修や観光ガイドの養成など
就職につながるような教育も行ってい
ます。学費が無料なこともあって1,000
人以上の受験者が来たんですよ。
　教育以外にも医療や環境などベナ
ンには課題が山積みです。最大都市

コトヌー近郊のノコエ湖では、水上
住宅で暮らす村人の生活排水の垂
れ流しやごみの投棄によって湖の水
質が悪化。ホテイアオイという水草ま
で大量発生し、湖が危機に瀕して
います。「素敵な宇宙船地球号」と
いう番組の企画で今、湖の浄化に取
り組んでいますが、JICAにも手を貸
してほしい。また、人づくりや留学生
の受け入れ、民間投資を呼び込む
ための協力など、アフリカの人々の幸
せのためにリーダーシップを発揮して
もらえないでしょうか。いただいた支
援は決して無駄にはしません。
　日本の皆さん、ベナンという国を
知っていますか？ アフリカは国では
なく、大陸だということを知っていま
すか？ もし知らないとしたら、それ
はとても恥ずかしいこと。私の大好き
な日本の皆さんに、もっとアフリカを
知ってもらえればうれしいです。
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